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オ
ー
ス
ト
リ
ア
H

ノ、

ン
ガ
リ
!
二
重
帝
国
の
構
造
と
特
質

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
立
場
を
中
心
に
1
1
4

矢

回

俊

目

次

は

し

が

き

一
学
説
史
的
展
望

二
政
治
的
結
合
と
経
済
的
発
展
の
問
題

三
帝
国
丙
半
部
の
経
済
成
長
の
比
較

四
共
同
関
税
地
域
の
影
響
(
以
上
第
二
五
巻
第
二
号
)

五
ハ
ン
ガ
リ
ー
経
済
成
長
の
前
提

六
外
国
資
本
の
役
割
1
1
1第
一
期

七
外
国
資
本
の
役
割

l
|第
二
期

八
経
済
面
の
総
括
的
考
察
(
以
上
前
号
〉

九
改
革
時
代
の
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
(
以
下
本
号
〉

一
O
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
階
級
の
衰
退

(三)隆
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説

二
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
の
堪
除
と
反
動
化

一
一
一
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
性
格
と
役
割
(
以
下
次
号
〉

一
一
一
一
マ
ジ
ャ
l
ル
人
と
従
属
諸
民
族
の
対
立

一
四
民
族
運
動
と
社
会
運
動
の
接
点

む

す

び

論

九

改
革
時
代
の
ジ
エ
ン
ト
リ
ー

ハ
ン
ガ
リ
ー
史
研
究
の
第
一
人
者
マ
カ

l
ト
ニ

l
教
援
は
、

そ
の
著
「
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
、

一
七
九

0
1
一
九
一
八
」
の
な
か
で
、

「
ハ
ン
ガ
リ
ー
社
会
の
著
し
い
特
徴
は
、

そ
れ
自
身
の
見
解
と
利
害
を
も
ち
、
し
か
も
国
家
構
造
の
不

可
欠
の
部
分
を
構
成
す
る
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
を
、
欠
い
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
命
題
は
、
わ
れ
わ
れ
が
前

一
九

O
二
一
年
に
な
っ
て
も
な
お
、

章
ま
で
に
確
認
し
た
、
十
九
世
紀
後
半
の
|
|
特
に
ア
ウ
ス
グ
ラ
イ
ヒ
以
後
の

l
l急
速
な
経
済
的
発
展
と
、
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
で

あ
ろ
う
か
。
本
章
に
続
く
諸
章
の
課
題
は
、
こ
の
間
い
に
答
え
る
た
め
に
、
十
九
世
紀
中
葉
以
後
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
実

態
と
性
格
を
検
討
し
、
彼
ら
が
な
ぜ
社
会
と
政
治
を
近
代
化
す
る
哀
の
推
進
力
た
り
え
な
か
っ
た
か
を
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
時
期
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
を
問
題
に
す
る
と
き
、

わ
れ
わ
れ
は
そ
こ
に
こ
つ
の
異
な
る
要
素
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で

き
る
。
そ
の
一
つ
は
、

r
g叩
旬
。
回
目
巾

Z
E
s
t
な
い
し
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
を
中
心
と
す
る
中
・
小
地
主
階
級
で
あ
り
、

一
八
四
八
J
四
九
年
の
革
命
に
先
立
つ
時
期
に
、

い
ま
一
つ
は
、
新
興

の
商
工
業
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
近
代
的
改
革
運
動
の
先
頭
に
立
っ
た

の
が
中
・
小
地
主
階
級
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
る
で
あ
る
。
し
か
し
彼
ら
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
で
近
代
化

の
推
進
者
で
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
十
九
世
紀
後
半
に
は
、
彼
ら
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
こ
の

〈

2
v

点
の
考
察
か
ら
出
発
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
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比
べ
て
、

一
五
二
六
年
以
降
ハ
プ
ス
プ
ル
ク
家
を
君
主
に
戴
い
た
が
、
ハ
プ
ス
プ
ル
ク
王
国
領
内
の
他
の
非
ド
イ
ツ
人
地
域
に

か
な
り
特
殊
な
特
権
的
立
場
を
認
め
ら
れ
、
独
自
の
憲
法
と
そ
れ
に
基
づ
く
有
力
な
身
分
制
議
会
の
伝
統
を
も
ち
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、

一
応
の
白

治
を
行
な
っ
て
き
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
絶
対
主
義
国
家
と
し
て
中
央
集
権
政
策
を
押
し
進
め
た
ヨ

l
ゼ
ブ
二
世
の
時
代
に
も
、

リ
ー
は
そ
の
渦
中
に
巻
き
こ
ま
れ
ず
、
五
二
の
州
議
会
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
地
方
議
会
を
中
心
に
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
官
僚
政
治
と
中
央
集

一
種
の
制
限
君
主
政
と
も
い
う
べ
き
も
の
に
と
ど

ハ
ン
ガ

権
を
極
力
阻
止
し
た
た
め
に
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
支
配
は
、

ま
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
実
際
に
は
、

マ
ジ
ャ

i
ル
人
貴
族
の
根
強
い
力
を
示
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

伺

マ
ジ
ャ

l
ル
人
貴
族
に
は
、
こ
の
民
族
の
移
動
日
定
住
期
に
さ
か
の
ぼ
る
旧
貴
族
と
、
そ
の
後
ハ
プ
ス
プ
ル
グ
家
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ

た
新
貴
族
の
別
が
あ
り
、
身
分
の
高
低
や
経
済
的
大
小
の
差
も
あ
っ
た
が
、
全
体
と
し
て
単
一
の
集
団
を
成
し
、
す
べ
て
の
貴
族
は
同
一

の
基
本
的
権
利
を
も
ち
、
法
の
前
に
は
平
等

EH出

2
骨
B
S
5
ロ
CE--同
志
と
さ
れ
た
。
そ
の
全
人
口
中
に
占
め
る
比
率
は
高
く
、
一
八

四
六
年
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
貴
族
は
二
二
六
、

O
九
三
家
族
か
ら
成
り
、
十
七
才
以
上
の
成
年
者
は
三
三
六
、
八

O
七
人
に
達
し
た
と
い
わ
れ

る
い
彼
ら
の
特
権
の
根
拠
は
、
一
二
二
二
年
に
国
王
ア
ン
ド
ラ

l
シ
ュ
二
世
の
発
布
し
た
、

eオ-7-.トリア=ハンガリー二重帝国の構造と特質

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
マ
グ
ナ
ロ
カ
ル
タ
と
い
わ
れ

る
〉

5
2
回
ロ
ロ
同
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
彼
ら
は
、

王
を
選
び
、
課
税
・
十
分
の
一
税
を
免
れ
、
彼
ら
の
権
利
が
侵
さ
れ
た
場
合
の
王

づ
く
と
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
て
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
貴
族
の
特
権
が
封
建
的
契
約
に
で
は
な
く
征
服
権
に
基

そ
こ
か
ら
、
財
産
の
永
久
不
可
侵
と
い
う
原
則
が
導
き
出
さ
れ
た
が
、
こ
の
原
則
は
、
特
定
の
所
有
地

(
4
V

ヲ
テ
イ
ア
ン
デ
イ
ア

そ
の
後
の
取
得
物
も
同
様
に
奪
う
こ
と
の
で
き
ぬ
も
の
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
大
所
有
地

北法26(1・63)63

へ
の
反
抗
権
さ
え
も
保
証
さ
れ
て
い
た
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、

を
越
え
て
所
有
者
の
人
格
に
ま
で
及
ん
だ
か
ら
、

の
生
ま
れ
る
根
拠
と
な
り
、
大
貴
族
の
権
力
は
こ
う
し
た
大
所
有
地
に
基
づ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
貴
族
の
特
権
の
基
礎
と
な

ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
マ
ジ
ャ

l
ル
人
の
優
越
を
正
統
化
し
、
こ
の
優
越
は
、

マ
ジ
ャ

i
ル
人
の
農
民
さ
え
も
理
解
し

っ
た
征
服
権
は
、

維
持
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、
支
配
民
族
で
あ
る
マ
ジ
ャ

l
ル
人
の
ほ
か
に
、
ク
ロ
ア
テ
ィ
ア
人
・
セ
ル
ピ
ア
人



説

-
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
人
・
ル
ー
マ
ニ
ア
人
な
ど
を
含
ん
で
い
た
け
れ
ど
も
、

マ
ジ
ャ

l
ル
人
な
い
し
マ
ジ
ャ

i
ル
人
気
質
の
支
配
階
級
は
、

彼
ら
の
国
家
を
多
民
族
国
家
と
は
み
ず
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
存
在
は
そ
の
マ
ジ
ャ

l
ル
的
性
格
の
維
持
に
か
か
っ
て
い
る
と
信
じ
て
い
た
υ

町

長岡

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
貴
族
は
、

土
地
を
所
有
し
、

上
流
社
会
に
属
す
る
と
い
う
特
殊
な
感
情
を
い
だ
い
た
点
で
、

た
し
か
に
封
建
的
で
あ

り
、
自
己
の
特
権
を
守
ろ
う
と
す
る
決
意
、
出
生
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
身
分
的
優
越
に
対
す
る
確
信
、
行
動
の
パ
タ
ー
ン
等
に
お
い
て
、

共
通
な
も
の
を
も
っ
て
い
た
。
「
紳
士
は
け
っ
し
て
急
が
な
い
し
、
鷲
き
を
一
不
さ
な
い
し
、
借
金
を
払
わ
な
い
」
と
い
っ
た
諺
、
服
装
や
話

し
方
の
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
、
他
人
に
対
す
る
横
柄
な
態
度
な
ど
は
、
封
建
的
な
貴
族
全
体
に
わ
た
る
特
色
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た

貴
族
の
単
一
性
な
い
し
共
通
性
が
政
治
的
に
も
時
に
重
要
な
意
味
を
も
っ
た
こ
と
は
、
否
定
で
き
な
い
。

し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
、
貴
族
は
け
っ
し
て
均
一
で
は
な
く
、

は
っ
き
り
し
た
階
級
の
差
を
含
ん
で
い
た
。
そ
こ

で
次
に
、
貴
族
の
内
部
構
成
、
特
に
上
級
貴
族
と
中
・
下
級
貴
族
の
差
異
に
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
立
ち
、
社
会
的
に
も
経
済
的
に
も
最
高
の
地
位
を
占
め
た
の
は
、
マ
グ
ナ

I
ト

伯
・
男
の
称
号
を
も
っ
家
柄
が
こ
れ
に
あ
た
り
、
所
有
地
の
面
積
も
巨
大
で
、

テ
ル
ハ

l
ジ
何
回
丹
冊
子
営
三
公
は
、
十
九
世
紀
前
半
に
は
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
貴
族
の
頂
点

で
あ
っ
た
。
皇
族
、
公
・

冨曲
m
E
g
p
(
B
Z
Pふる

一
般
貴
族
と
区
別
さ
れ
て
い
た
。
な
か
で
も
最
大
の
エ
ス

一
六

O
の
市
場
と
四
一
四
の
村
落
を
含
む
二
九
の
所
有
地
を
も
ち
、
年
収
八

O
万
な
い
し
一
七

O
万
フ
ロ
リ
ン
に
の
ぼ
っ
た
。
そ
れ
に
続
く
バ
ッ
チ
ャ

l

ニ

セ

l
チ
ェ

l

ニ
ω
N
m
口
宮
ロ
三
伯
は
一
八
の
所
有
地
を
も
ち
、
こ
れ
ら
五
つ
の
マ
グ
ナ

l
ト
の
土
地
だ
け

回

E
F
1ロ
M
L

公
は
七
、

シ

ナ

ω
E白
男
と
カ

l
ロ
イ

州
内

ro--伯
は
そ
れ
ぞ
れ
一
九
、

で
、
合
計
五
五

O
オ
ー
ス
ト
リ
ア
平
万
マ
イ
ル
に
の
ぼ
り
、
そ
の
ほ
か
四
一
マ
グ
ナ

l
ト
家
の
所
有
地
が
、
合
計
三
二
八
平
万
マ
イ
ル
に

ハ
6
〉

五
五

O
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

達
し
て
い
た
u

各
五
、

0
0
0ホ
ー
ル
ド
以
上
の
土
地
を
所
有
し
た
貴
族
は
、

マ
グ
ナ

l
ト
は
大
地
主
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
多
分
に
封
建
領
主
と
し
て
の
性
格
を
も
っ
て
い
た
。
農
民
は
領
主
の
地
域
に
居
住

し

一
七
六
七
年
マ
リ
ア

u
テ
レ
ジ
ア
の
公
布
し
た

戸
】
叶
H
v
m
w
H
・
2
ヨ
(
領
主
と
農
民
の
関
係
を
示
し
た
規
則
)

に
よ
っ
て
、
家
畜
と
と
も

北法26(1・64)64



に
年
間
五
二
日
の
賦
役
を
行
な
う
か
、
も
し
く
は
、

一
O
四
日
の
手
働
賦
役
を
行
な
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
他
日
雇
い
労
働
者
も

使
わ
れ
、
季
節
的
に
は
、

ク
ロ
ア
テ
ィ
ア
人
・
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
人
な
ど
の
移
民
労
働
者
も
使
用
さ
れ
て
い
た
。

マ
グ
ナ

i
ト
は
一
般
に
保
守
的
で
、
旧
来
の
土
地
経
営
方
法
を
容
易
に
変
更
し
よ
う
と
は
せ
ず
、
十
八
世
紀
に
ラ

i
コ
l
チ
同
Z
E
n
N
-

の
反
乱
が
鎮
定
さ
れ
て
以
後
は
、
独
立
の
精
神
を
失
い
、
自
己
の
特
権
と
支
配
力
を
維
持
す
る
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
改
革
に
日
を
閉
ざ
す
一

方
、
利
害
関
係
か
ら
ウ
ィ
ー
ン
の
宮
廷
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
貴
族
と
手
を
つ
な
ぎ
、
結
婚
政
策
で
そ
の
結
び
つ
き
を
強
化
し
て
い
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
マ
グ
ナ

l
ト
が
官
僚
・
教
会
・
軍
隊
の
首
脳
部
を
独
占
し
、
上
院
を
支
配
し
、
行
政
の
中
仮
に
位
置
し
た
た
め
に
、

ハ
ン
ガ
リ

同

ー
は
時
代
の
進
展
か
ら
取
り
残
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

マ
グ
ナ

l
ト
の
下
位
に
は
、
中
型
の
所
有
地
を
も
っ

Z
Z
℃

E
g
g
-
o
E
C
が
あ
っ
た
ν

彼
ら
は
、
称
号
を
も
た
な
い
貴
族
の
上
層
部

分
で
、
二

O
、

0
0
0な
い
し
三

O
、

0
0
0家
族
か
ら
成
り
、
貴
族
全
体
の
約
メ
を
占
め
て
い
た
。
大
部
分
は
地
方
の
素
封
家
で
、
経

済
的
に
は
比
較
的
安
定
し
て
お
り
、
地
方
行
政
の
中
心
勢
力
を
な
し
、
地
方
長
官
に
任
命
さ
れ
た
り
下
院
議
員
に
選
ば
れ
た
り
す
る
こ
と

オーストリア=ハンガリー二重帝国の構造と特質

も
、
少
な
く
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
聞
に
は
、
教
養
を
身
に
つ
け
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の
啓
蒙
的
合
理
精
神
に
目
、
ざ
め
て
、

マ
グ
ナ

l
ト
の

封
建
的
支
配
に
反
発
し
て
基
本
的
な
改
革
を
望
む
も
の
も
、
数
を
増
し
は
じ
め
て
い
た
。

そ
の
下
に
、
次
第
に
影
響
力
を
強
め
て
き
た
小
地
主

2
5巾
-ug巾
が
あ
り
、
そ
の
数
は
、
貴
族
階
級
の
ほ
ぼ
半
分
に
あ
た
っ
て
い
た
。

彼
ら
も
ま
た
地
方
議
会
や
州
の
行
政
に
関
与
し
た
が
、
比
較
的
新
し
く
貴
族
に
列
せ
ら
れ
た
連
中
が
多
く
、
貧
困
で
は
な
い
ま
で
も
、
控

え
目
で
地
味
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
州
行
政
機
関
の
下
級
官
吏
、
聖
職
者
、
法
律
家
、
医
者
、
教
育
者
な
ど
に
な
り
、
貴
族
層

北法26(1・65)65

以
外
の
出
身
の
知
的
職
業
人
と
交
わ
る
機
会
を
も
っ
て
い
た
。
当
時
の
著
名
な
著
作
家
、
政
論
家
、
政
治
家
た
ち

l
i
セ
メ
レ
∞
問
手
パ

。】。同
H54司

ωNOg巾
円
タ
サ
ラ
イ
戸
国
内
出

m
F
E
ω
S
F
Uご

チ
ェ
ン
ゲ
リ
〉
ロ
円
。
ロ
可
の
お
ロ
mmW3J
プ
ル
ス
キ

l

司岡田ロロ一印刷川口戸田

N}q-
フ
ェ
レ

ス
マ
ル
テ
ィ
冨
五
回
同
町
一
〈
命
。
由
自
日
々
と
り
わ
け
コ
ッ
シ
ュ

l
ト
戸
旦

S
穴。

g
E
Y
-
-が
、
生
計
の
た
め
に
働
か
ね
ば
な
ら
ぬ
小
貴



説

族
の
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
。

ケ
メ

1
ニ
盟
関

B
ロ
ロ
仏
関
巾
H
H
H

臥
ロ
可
も
貧
し
い
家
族

A
8
)
 

の
出
身
で
あ
り
、
こ
う
し
た
事
情
が
彼
ら
の
変
革
へ
の
関
心
を
強
め
た
こ
と
は
、
推
察
に
か
た
く
な
い
。

さ
ら
に
そ
の
下
に
サ
ン
ダ
ル
貴
族
、
農
民
貴
族
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
貴
族
な
ど
と
よ
ば
れ
る
零
細
地
主
貴
族
の
一
群
が
あ
り
、
貧
困
の
た

め
に
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
に
つ
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
が
、
下
院
の
選
挙
権
を
も
ち
、
自
己
の
利
益
に
か
な
う
人
物
に
票
を
投
じ
て
い
た
。

エ
l
ト
ヴ
ェ
ス
』
。
田
町
同
渉
開
。
同

4
E・
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論

最
下
層
に
非
土
地
所
有
貴
族
が
あ
り
、
生
き
て
ゆ
く
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
職
業
に
つ
き
、

円

9
}

l
軽
騎
兵
の
将
校
が
し
ば
し
ば
こ
の
階
層
か
ら
出
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

み
じ
め
な
場
合
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

ハ
ン
ガ
リ

一
八
三

0
年
代
に
は
じ
ま
り
一
八
四
八

l
四
九
年
の
革
命
期
に
頂
点
に
達
し
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
改
革
運
動
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
の
う

え
に
理
解
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
で
は
、
こ
の
運
動
は
ど
の
よ
う
な
性
格
を
も
ち
、
ど
の
よ
う
な
担
い
手
に
導
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う

カミ

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
没
落
し
た
あ
と
、

ウ
ィ
ー
ン
体
制
下
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
、
当
初
「
時
代
の
精
神
」
は
無
視
さ
れ
て
い
た
が
、
や
が
て

一
八
三
二

l
三
六
年
の
議
会
で
は
「
新
し
い
反
対
派
」
が
力
強
く
姿
を
現
わ
し
、

由
主
義
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
を
主
張
し
は
じ
め
た
。
こ
れ
は
外
部
か
ら
の
刺
激
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
と
り
わ
け
大
き
な
影
響
を

」
こ
に
も
変
革
の
風
が
吹
き
は
じ
め
、

い
わ
ゆ
る
「
自

与
え
た
の
は
、

一
八
三

O
年
に
お
こ
っ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
独
立
革
命
で
あ
っ
た
。

れ
ン
ガ
リ
l
議
会
で
は
ロ
シ
ア
に
反
対
す
る
決
議
が
行

な
わ
れ
、
州
議
会
や
新
聞
で
も
親
ポ
ー
ラ
ン
ド
的
意
向
が
表
明
さ
れ
、
そ
の
後
も
議
会
は
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
運
動
を
立
憲
的
自
由
の
た

め
の
戦
い
と
み
て
、
同
情
を
一
示
し
続
け
た
。
し
か
し
、
同
時
に
ま
た
、
「
新
し
い
反
対
派
」
登
場
の
背
後
に
は
い
く
つ
か
の
国
内
的
要
因
が

は
た
ら
い
て
い
た
こ
と
も
、
見
の
が
さ
れ
な
い
。

第
一
は
、

マ
ジ
ャ

l
ル
語
に
よ
る
民
族
文
学
の
出
現
で
あ
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
が
マ
ジ
ャ

i
ル
人
を
中
核
と
す
る
国
で
あ
る
こ
と
は
、
歴

史
を
通
じ
て
一
貫
し
て
い
た
け
れ
ど
も
、
十
九
世
紀
の
は
じ
め
頃
ま
で
は
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
は
な
お
一
つ
の
超
民
族
的
な
貴
族
社
会
と
し
て



の
一
回
を
も
ち
、

一
八

O
五
年
に
二
九
七
の
非
マ
ジ
ャ

l
ル
人
マ
グ
ナ

l
ト
が
数
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
国

の
公
用
語
は
ラ
テ
ン
語
で
あ
り
、

マ
リ
ア
H

テ
レ
ジ
ア
や
ヨ

l
ゼ
フ
二
世
の
啓
蒙
専
制
君
主
時
代
に
は
、
教
育
・
文
芸
な
ど
で

さ
ら
に
、

ド
イ
ツ
化
政
策
が
進
め
ら
れ
た
た
め
に
、
国
民
文
化
は
沈
滞
の
方
向
を
た
ど
っ
た
。
当
時
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
有
力
者
の
聞
で
は
、
子
弟
を

教
育
の
た
め
ウ
ィ
ー
ン
に
送
り
、

一
般
的
風
潮
と
な
っ
て
い
た
。

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
宮
廷
の
近
衛
兵
と
し
て
勤
務
さ
せ
る
の
が
、

」
れ
に
対
し
て
、
十
八
世
紀
後
半
、

ロ
マ
ン
主
義
の
強
い
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
「
マ
ジ
ャ

I
ル
化
」
追
求
熱
が
高
ま
り
は
じ
め
た
。

ー
ゼ
フ
二
世
の
統
一
主
義
と
そ
の
ド
イ
ツ
的
性
格
に
対
す
る
反
動
と
し
て
、

ベ
ッ
セ
ニ
エ
イ

C-

∞2
8ロ
可
色
、
が
最
初
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
文

同

学
を
開
拓
し
て
マ
ジ
ャ

l
ル
人
の
団
結
を
説
い
た
あ
と
、
こ
の
運
動
は
カ
ジ
ン
ツ
ィ

文
化
の
再
発
見
に
幾
多
の
成
果
を
あ
げ
た
。
こ
れ
ら
の
ロ
マ
ン
主
義
作
家
は
、
誇
り
を
も
っ
て
自
国
語
に
本
質
的
価
値
を
見
い
だ
し
、

H
1
・
州
内
白

N
H

ロ口
N
U『

に
引
き
継
が
れ
て

ハ
ン
ガ
リ
ー
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ジ
ャ
!
ル
入
社
会
の
存
続
は
マ
ジ
ャ

1
ル
語
の
保
持
に
依
存
す
る
と
考
え
た
υ

そ
れ
ゆ
え
、

は
最
初
か
ら
政
治
意
識
を
伴
っ
て
お
り
、

マ
ジ
ャ

l
ル
語
u

マ
ジ
ャ

1
ル
文
学
の
復
活

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
民
族
的
自
覚
は
、
単
な
る
文
化
運
動
を
越
え
て
政
治
・
社
会
運
動
に
発
展
す
る

可
能
性
を
含
ん
で
い
た
。
事
実
、

一
八
三

0
年
代
の
「
自
由
主
義
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
目
標
の
一
つ
は
、
ラ
テ

γ
語
に
代
わ
っ
て
マ

ジ
ャ
ー
ル
語
を
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
公
用
語
と
す
る
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
ド
イ
ツ
化
」
に
対
抗
す
る
防
衛
策
で
あ
る
と
同
時
に
、

マ
ジ
ャ

l
ル
人
に
比
し
て
多
数
を
占
め
る
非
マ
ジ
ャ

l
ル
人
大
衆
か
ら
の
潜
在
的
脅
威
に
対
す
る
保
障
と
い
う
意
味
を
含
ん
で
い
た
た
め

に
、
次
第
に
力
を
増
し
て
い
っ
た
Q

し
か
し
こ
の
運
動
は
、
な
お
文
化
的
覚
醒
の
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
領
内
非
マ
ジ
ャ

l
ル
系
諸
民

族
の
聞
に
も
同
じ
傾
向
を
刺
激
す
る
こ
と
に
な
り
、
民
族
的
対
立
の
悪
循
環
に
寄
与
す
る
結
果
と
な
っ
た
o

そ
の
意
味
で
、
改
革
時
代
の

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
「
自
由
主
義
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
に
は
、
当
初
か
ら
重
大
な
限
界
な
い
し
困
難
が
つ
き
ま
と
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
二
は
、
封
建
的
な
ハ
ン
ガ
リ
ー
経
済
の
構
造
的
改
革
の
必
要
が
自
覚
さ
れ
は
じ
め
た
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
、

ハ
ン
ガ

リ
ー
で
は
農
奴
の
賦
役
労
働
に
よ
る
商
品
生
産
的
な
大
農
場
が
発
達
し
、
東
・
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
農
・
工
の
分
業
関
係
が
成
立
し
た
こ
と ヨーマ

北法26(1・67)67



説ミム
民間

と
も
に
こ
の
国
の
地
主
は
、
す
で
に
最
小
限
の
資
本
家
的
属
性
を
獲
得
し
て
い
た
。
し
か
し
彼
ら
は
、
所
有
地
か
ら
の
収
入
を
増
そ
う
と

し
た
と
き
、
無
数
の
問
題
に
直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
こ
う
し
た
困
難
の
多
く
は
、
そ
の
地
域
の
経
済
的
・
社
会
的
後
進
性

北法26(1・68)68

と
相
ま
っ
て
、
こ
の
国
は
、
農
産
物
の
輸
出
を
通
じ
て
、
発
展
し
つ
つ
あ
る
世
界
市
場
へ
徐
々
に
引
き
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
が
、
そ
れ
と

に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
ず
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
後
の
農
業
危
機
に
直
面
し
て
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
地
主
は
、
自
己
の
農
場
に
投
資
を
行
な
い
、

ま
た
自
己
の
使

し
か
し
、
彼
ら
が
そ
の
所
有
地
を
近
代
化
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、
と

り
わ
け
中
型
の
地
主
に
と
っ
て
は
、
土
地
改
良
に
必
要
な
資
金
を
借
り
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
困
難
で
あ
っ
た
。
十
九
世
紀
の
中
葉
以
前

に
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
は
近
代
的
な
信
用
制
度
が
欠
け
て
お
り
、
近
代
的
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
法
も
存
在
せ
ず
、
ま
た
貴
族
の
所
有
地
は
相
続

人
を
限
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
抵
当
に
入
れ
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
他
方
ま
た
地
主
は
、
穀
物
の
生
産
費
を
引
き
下

げ
、
も
し
く
は
牧
羊
業
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
従
来
農
奴
に
与
え
ら
れ
て
い
た
土
地
の
|
l
時
に
は
非
合

用
す
る
無
償
農
民
労
働
力
を
ふ
や
す
必
要
に
迫
ら
れ
た
が
、

法
な
|
|
取
戻
し
を
意
味
し
た
か
ら
、
農
奴
の
不
幸
を
増
す
結
果
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
投
資
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
問
題
、
資
本
主
義
的

生
産
と
農
民
に
対
す
る
新
し
い
態
度
の
問
題
が
、
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
適
切
な
交
通
機
関
の
欠

如
も
ま
た
重
大
な
障
害
で
あ
り
、
中
世
的
な
輸
送
網
は
、
農
産
物
を
西
欧
の
市
場
に
送
る
こ
と
を
極
度
に
困
難
に
し
て
い
た
。

」
の
よ
う
な
悪
条
件
に
伴
う
経
済
発
展
の
緩
慢
さ
は
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
人
を
刺
激
し
て
、
自
国
経
済
の
近
代
化
に
強
い
関
心
を
い
だ
か
せ

ハ
ン
ガ
リ
ー
地
域
が
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
王
国
内
の
西
部
諸
州
に
比
し
て
経
済
的
に
甚
だ
し
く
貧
困
で
あ
り
か
つ
遅
れ
て
い
る
と
い
う

R-
、、喝、

手
ト
ム
μ

認
識
は
、
同
時
に
、

ハ
プ
ス
プ
ル
ク
家
の
支
配
に
対
す
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
反
感
を
増
大
さ
せ
た
。

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
は
、

ハ
ン
ガ
リ
ー

貴
族
に
税
金
支
払
の
義
務
を
免
除
し
て
い
た
と
は
い
い
な
が
ら
、

ウ
ィ
ー
ン
の
政
府
が
、

西
部
諸
地
方
の
発
展
を
促
す
た
め
の
経
済
政
策

や
関
税
政
策
を
故
意
に
採
用
し
た
こ
と
は
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
不
満
と
憤
り
を
い
っ
そ
う
激
化
さ
せ
た
。
こ
う
し
て
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
土
地



同

貴
族
の
近
代
化
に
対
す
る
要
望
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
感
情
と
か
ら
み
合
う
こ
と
に
な
り
、
や
が
て
一
八
四
八
J
四
九
年
の
革
命
と
独
立

戦
争
に
帰
着
す
る
の
で
あ
る
。
三
月
前
期
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
、
経
済
的
・
社
会
的
秩
序
の
事
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
改
造
と
民
族
的
独
立
の
達
成
と

が
、
不
可
分
に
つ
な
が
り
補
足
し
あ
う
運
動
で
あ
り
目
標
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
注
目
す
る
必
要
が
あ
ね
ル

次
に
改
革
運
動
の
担
い
手
に
目
を
向
け
よ
う
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
当
時
な
お
工
業
期
以
前
で
あ
り
、
西
欧
型
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
H

ブ
ル
ジ
ョ

ア
ジ
ー
は
ほ
と
ん
ど
欠
け
て
い
た
か
ら
、
貴
族
が
指
導
的
役
割
を
果
た
す
ほ
か
な
か
っ
た
が
、
そ
の
際
前
面
に
現
わ
れ
た
の
が
、
大
貴
族

と
中
・
小
貴
族
の
対
立
関
係
で
あ
る
o

上
述
の
近
代
的
進
化
に
か
ん
す
る
か
ぎ
り
、
マ
グ
ナ
I
ト
と
中
・
小
貴
族
の
聞
に
は
、
利
害
の
共

通
点
が
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
Q

そ
の
た
め
、
一
八
三

0
年
代
か
ら
革
命
期
に
か
け
て
、
両
者
の
関
係
は
微
妙
な
動
揺
を
示
し
て
い
る

し
、
一
八
四
八
年
四
月
の
最
初
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
内
閣
が
最
大
級
の
マ
グ
ナ
l
ト
出
身
の
パ
ッ
チ
ャ

l

ニ
を
首
班
に
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、

マ
グ
ナ
l
ト
と
中
・
小
貴
族
の
妥
協
を
物
語
る
好
例
と
し
て
し
ば
し
ば
あ
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
者
の
対
立
関
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係
を
あ
い
ま
い
に
す
る
こ
と
は
、
許
さ
れ
な
い
。
三
月
前
期
の
改
革
運
動
の
代
表
者
セ

i
チ
ェ

l

ニ
は
、

マ
グ
ナ
l
ト
の
指
導
下
に
ハ
ン

ガ
リ
ー
を
進
歩
的
に
改
造
す
る
考
え
を
も
っ
て
い
た
が
、
自
由
主
義
的
改
革
を
好
ん
で
支
持
し
た
の
は
、
こ
の
社
会
層
の
ご
く
少
数
に
と

ど
ま
り
、
大
部
分
が
マ
グ
ナ
l
ト
か
ら
成
る
議
会
の
上
院
は
、
行
政
府
の
指
令
に
従
っ
て
、
「
反
対
派
」
の
努
力
の
多
く
を
失
敗
さ
せ
る
こ

と
に
成
功
し
た
υ

一
八
三
九

i
四

O
年
の
議
会
に
は
、
改
革
に
反
対
し
な
い
若
い
保
守
派
が
現
わ
れ
た
と
は
い
一
引

政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
、
中
・
小
貴
族

i
lと
り
わ
け

Z
5
3
a
g巴
ost--の
手
に
移
っ
た
。

地
主
の
聞
に
は
、
一
元
来
伝
統
的
な
競
争
関
係
が
あ
っ
た
う
え
に
、

ら
に
こ
の
対
立
を
強
め
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
国
民
の

マ
グ
ナ
l
ト
と
そ
れ
以
下
の

ハ
プ
ス
プ
ル
ク
家
と
の
関
係
に
か
ん
す
る
政
治
的
感
情
の
違
い
が
、
さ

一
般
に
中
・
小
地
主
の
方
が
よ
り
民
族
的
で
あ
り
、
こ
れ
に
反
し
て
マ
グ
ナ
!
ト
は
宮
廷
に
い
っ
そ
う
近
ム

北法26(1・69)69

立
場
に
あ
り
、
彼
ら
の
精
神
的
視
界
に
は
よ
り
多
く
全
王
国
が
は
い
っ
て
い
た
。

一
八
四
八
年
に
先
立
つ
時
期
の
聞
に
、
貴
族
の
一
部
は

か
つ
て
の
貴
族
的
同
質
性
の
か
な
り
の
部
分
を
す
で
に
失
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
中
・
小
貴
族
が
「
急
進
化
」
し
て
、
改
革
運
動
の
イ
ニ



説

シ
ア
テ
ィ
ブ
を
握
っ
た
の
で
あ
る
。

十
九
世
紀
前
半
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
知
識
階
級
は
、
伝
統
的
な
貴
族
的
ミ
ド
ル
グ
ラ
ス
n

ジ
エ
ン
ト
リ
ー
の
一
部
を
成
し
、

そ
の
社
会
的

ミヲ'A
a岡

出
身
と
政
治
的
エ
ト
ス
の
点
で
、
広
範
な
一
様
性
を
も
っ
て
い
た
G

少
数
の
上
級
貴
族
出
身
者
や
、
農
民
な
い
し
稀
薄
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的

庶
民
層
か
ら
の
上
弁
者
も
含
ま
れ
て
は
い
た
が
、
彼
ら
も
、

ジ
エ
ン
ト
リ
ー
的
知
識
層
の
広
大
な
一
様
性
を
侵
害
す
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
た
だ
し
か
し
、
当
時
都
市
地
域
に
e

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
お
よ
び
貴
族
以
外
の
知
識
階
級
が
緩
慢
な
が
ら
も
増
加
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と

上
述
し
た
貴
族
の
一
部
の
「
急
進
化
」
が
あ
る
程
度
そ
の
影
響
を
う
け
も
し
く
は
そ
れ
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
は
、
推
察
さ
れ
る
が
、
こ
の
点
は
な
お
、
学
問
的
に
十
分
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

は
事
実
で
あ
り
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、
三
月
前
期
の
知
識
階
級

の
中
核
は
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
の
出
身
で
あ
り
、
彼
ら
は
、
国
民
生
活
の
内
部
で
、
西
欧
の
諸
理
念
を
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
媒
介
す
る
重
要
な
役
割

を
演
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
一
一
一
月
前
期
の
教
養
あ
る
進
歩
的
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
を
感
激
さ
せ
た
魅
力
的
な
一
言
葉
の
一
つ
に
℃
乙
な

3
8仏
含
(
プ

ル
ジ
ョ
ア
的
な
地
位
と
文
明
の
達
成
)
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
取
り
あ
げ
は
じ
め
た
の
は
、

主
と
し
て
中
・
小
貴
族
階
級
で
あ
り
、
彼
ら

に
よ
っ
て
、
こ
れ
が
改
革
の
基
本
目
標
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
ο

ジ
エ
ン
ト
リ
ー
貴
族
層
出
身
の
知
識
人
が
進
歩
的
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
自
由

主
義
運
動
の
担
い
手
と
な
っ
た
こ
と
は
、

ま
こ
と
に
特
徴
的
で
あ
り
、
「
改
革
の
時
代
」
の
指
導
者
の
大
部
分
は
、
彼
ら
の
内
部
か
ら
出
て

き
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
、
進
歩
的
改
革
運
動
な
い
し
「
自
由
主
義
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
掲
げ
た
具
体
的
目
標
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

第
一
は
、

ラ
テ
ン
語
の
代
わ
り
に
マ
ジ
ャ

l
ル
語
を
行
政
と
立
法
の
公
用
語
に
し
よ
う
と
す
る
要
求
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
触

れ
た
。第
二
は
、
中
央
集
権
化
の
実
現
で
あ
る
。

エ
l
ト
ヴ
ェ
ス
や
一
八
四

0
年
代
の
集
権
主
義
者
た
ち
!
|
サ
ラ
イ
、

チ
ェ
ン
ゲ
リ
、

フ
ォ
ル
ト
〉
ロ
m己
え
吋

2
舌
ユ
な
ど
ー
ー
は
、
州
レ
ベ
ル
や
地
方
議
会
に
お
け
る
貴
族
の
政
治
的
独
占
を
打
破
す
る
た
め
に
、

ま
た
、
真
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ト

レ



に
代
議
的
な
議
会
に
責
任
を
負
う
政
府
を
樹
立
す
る
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
、
自
治
都
市
の
市
民
を
政
治
に
関
与
さ
せ
よ
う
と
し
、
州
の

い
か
さ
ま
自
治
や
「
サ
ン
ダ
ル
貴
族
」
に
攻
撃
を
加
え
た
が
、
こ
れ
は
ま
さ
に
憲
法
上
の
革
命
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た

批
判
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
み
て
も
、
当
時
の
自
由
主
義
が
単
な
る
外
国
思
想
の
う
の
み
で
は
な
く
、
そ
れ
を
ハ

γ
ガ
リ
l
の
実
情
に
適

応
さ
せ
る
た
め
の
真
剣
な
努
力
が
払
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
「
反
対
派
」
の
主
要
な
目
標
の
一
つ
は
、

一
般
課
税
の
導
入
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
一
般
課
税
を
、
法
の
前
の
平
等
、
す
べ
て
の

白

社
会
階
級
の
「
利
害
の
統
一
」
臥

E
m
w
a
3
2
m∞
な
ど
の
原
則
を
実
現
す
る
た
め
の
、
予
備
的
な
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と
み
て
い
た
。
そ
の

コ
ッ
シ
ュ

l
ト
が
、
非
マ
ジ
ャ

l
ル
系
農
民
を
「
利
害
の
統
一
」
計
画
の
な
か
に
含
め
た
最
初
の
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
注
目
に

ま
た
、
自
由
主
義
者
が
有
意
義
な
改
革
を
通
じ
て
農

際、値
す
る
o

し
か
し
、
保
守
的
な
政
府
は
政
治
的
譲
歩
を
行
な
い
た
く
な
か
っ
た
し
、

オーストリア=ハンガリ一二重帝国の構造と特質

民
を
味
方
に
引
き
入
れ
る
の
を
許
し
た
く
な
か
っ
た
か
ら
、

サ
ン
ダ
ル
貴
族
を
操
っ
て
一
般
課
税
の
導
入
を
妨
げ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
他
の
主
要
な
目
標
と
し
て
、

ω曲
炭
奴
が
自
己
の
耕
作
地
に
対
し
て
負
う
諸
義
務
を
、
領
主
に
適
当
な
補
償
を
行
な
う
こ

と
に
よ
っ
て
強
制
的
に
買
い
戻
す
こ
と
、

ω特
権
の
な
い
人
々
に
徐
々
に
市
民
権
を
拡
大
す
る
こ
と
、
な
ど
が
か
か
げ
ら
れ
た
。

第
四
に
、

一
八
三

0
年
代
の
初
期
に
、

セ

l
チ
ェ

l
ニ、

ヴ
ェ
ッ
セ
レ

i

ニ
者
2
お
疋
ロ
uLU

ケ
ル
チ
ェ
イ
関
己
2
4・
コ
ッ

」
れ
ら
の
目
標
は
、

シ
ュ

l
ト
ら
に
よ
っ
て
定
式
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
三
月
前
期
の
「
反
対
派
」
の
綱
領
の
核
心
を
な
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
要
す
る
に

進
歩
的
な
貴
族
階
級
は
、
幾
多
の
社
会
改
革
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
家
の
構
造
を
近
代
化
し
、
新
し
い
民
族
国
家
の
基
礎
を
拡

げ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
五
に
、

ま
た
国
際
関
係
の
う
え
で

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
地
位
を
い
ま
一
度
明
確
化
し
よ
う
と
す
る
要
求

ハ
プ
ス
プ
ル
グ
王
国
内
で
、

カミ

つ
け
加
え
ら
れ
た
。
そ
の
主
要
な
動
機
の
一
つ
は
、
「
北
方
の
巨
人
」
ロ
シ
ア
に
対
す
る
恐
怖
と
、
そ
の
ロ
シ
ア
が
、
数
で
ま
さ
る
ハ

ン
ガ
リ
l
内
非
マ
ジ
ャ

l
ル
系
諸
民
族
の
汎
ス
ラ
ヴ
的
・
汎
ギ
リ
シ
ア
正
教
的
傾
向
を
支
持
す
る
こ
と
へ
の
不
安
で
あ
っ
た
。

ヴ
ェ
ッ
セ

北法26(1・71)71



説

ド
イ
ツ
的
要
素
と
マ
ジ
ャ

l
ル
的
要
素
の
結
束
の
必
要
を
説
き
、
同
時
に
ま

レ
l

ニ、

エ

l
ト
ヴ
ェ
ス
、

コ
ッ
シ
ュ

l
ト
は
い
ず
れ
も
、

た
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
立
憲
函
家
に
改
変
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
要
望
し
た
。

主主'A
ii/ls 

「
反
対
派
」
グ
ル
ー
プ
の
綱
領
に
掲
げ
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
社
会
n

政
治
的
目
標
は
、

一
八
四
八
年
の
革
命
前
に
は
、

た
だ
一
つ
を
例
外

と
し
て
、
法
律
化
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
Q

例
外
と
は
、

一
八
四
四
年
に
マ
ジ
ャ

l
ル
語
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
公
用
語
と
さ
れ
た
こ
と
で

あ
り
、
こ
れ
は
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
る
闘
争
の
の
ち
に
よ
う
や
く
獲
得
さ
れ
た
マ
ジ
ャ

l
ル
民
族
主
義
の
勝
利
で
あ
っ
た
か
ら
、

チ
ェ

l
ニ
の
よ
う
な
穏
健
保
守
派
を
含
む
す
べ
て
の
愛
国
者
に
、
歓
呼
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
G

し
か
し
こ
の
勝
利
が
、
先
に
も
述
べ
た

よ
う
に
、
新
し
い
民
族
問
の
危
機
の
前
夜
に
、
マ
ジ
ャ

l
ル
人
と
非
マ
ジ
ャ

l
ル
系
諸
民
族
の
聞
の
裂
け
目
を
い
っ
そ
う
大
き
く
す
る
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
否
定
で
き
な
い
。

以
上
の
考
察
を
要
約
す
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
o

十
九
世
紀
前
半
の
ρ

ン
ガ
リ
l
の
改
革
運
動
は
、
中
・
小
貴
族
層
を
そ
の
担
い

手
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
諸
目
標
は
、
た
し
か
に
マ
ジ
ャ

l
ル
民
族
主
義
の
偏
狭
さ
を
内
包
し
て
い
た
し
、
ま
た
相
互
間
に
若
干
の

矛
盾
が
な
い
で
も
な
か
っ
た
が
、
大
体
に
お
い
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
家
の
近
代
化
を
め
ざ
す
進
歩
的
・
自
由
主
義
的
な
内
容
の
も
の
で
あ
っ

た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
で
は
そ
の
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
層
は

一
八
四
八
J
四
九
年
の
革
命
期
を
経
た
あ
と
、

ど
の
よ
う
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

(
1
)
(
U・〉・

ζ
R
E
Z
q
-
叶

JMOEωrmE円四何回回目出円。一吋
U
o
i一回一∞・「
C

邑
o
P
E
g
-
司・

3
∞・

(2)
以
下
の
叙
述
は
、
と
り
わ
け
次
の
諸
研
究
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。
。
〉
・

ζ
ω
B円片足ア

8
・
2
?
-
F
Z
E
E
L
-
g
=
r
f
J
S
B
E
E
F
a
D
2
3
・

のめ
D『
q
F
E
=予
ぇ
ヱ
戸
口
問
p
q
u同
r
o
C口口
C
S
官円。ョ
E
E問
。
。
ョ
ョ
。
呂
田
。
・

3
邦
垣
間
で
は
庚
寅
源
太
郎
「
三
月
革
命
に
お
け
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
」
『
商
洋
史

学
』
五
五
号
、
一
九
六
二
年
、
が
あ
る
。

(
3
〉
成
年
男
子
総
数
は
一
二
、
六
九

O
、
九
七
三
人
で
あ
っ
た
か
ら
、
九
%
強
に
あ
た
っ
て
い
る
。

γ
Z
E。
思
C
5
・
z
c
r
r
c
E
2
5
2
5
ι
〉四コ
E
r

Z
Z
D
E
E
P
一∞一印

l
一∞お

"
F
E
E
D
Z
L
Uム∞.古・

8.
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同

〈
4
)

同V
2
2
Hり
∞
Z
四

2
・
2
凶

d
Z
Z
F
E
R
E『件{高

X
2
7の
R
E
S
-
n
ω
2昨今件
5
2
5仏
2
2
μ
ずら
2
n
pニ?と

ω-5・
片
閉
山
宮
尾
宅
¥
〈
乙
・
}
ハ
ロ

L
u
m
ω
'
古・由〔

(
5
)
〉
三
回
三
』
・

ζ
弓
・
ベ

z
z
m℃ω
宮吋
m
F肉
C
E司
会
可
一
∞
ミ
l
-
u
-
p
pヨ『
2
L泊
p
y向
Z
2
7
5
2同
P
E
E
N
-
甘

-Mω
一-

(
6
)

ハ
ン
ガ
リ
ー
全
体
の
面
積
は
四
、
二
ハ

O
平
方
マ
イ
ル
で
あ
っ
た
か
ら
、
マ
グ
ナ

l
ト
の
所
有
地
が
い
か
に
巨
大
で
あ
っ
た
か
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

面
積
の
単
位
に
つ
い
て
付
記
す
れ
ば
、
二
5
5
H
ご、
cr命日
0

・印

g
z
n
g耳
H
7
3
。2
2
・
ま
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
平
方
マ
イ
ル
は
イ
ギ
リ
ス
の
一
一
一
一
回

二
三
九
平
方
マ
イ
ル
巳
あ
た
る
。

ζ
2
R
Z
q・
8
己
「
円
y
∞
出
参
照
。
(
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
一
七
三
，
四
七
九
六
ホ
ー
ル
ド
に
等
し
い
o〉

(
7
)
∞一ロヨ・

8
・
2
7
七

-
g
・
5Mlω
・

(
8
)
F
E
=ヲ

C℃・

2円
J

℃
-Nω
吋
・
要
す
る
に
、
中
級
品
民
族
と
貧
困
貴
族
に
共
通
し
た
の
は
、
貴
族
と
し
て
の
誇
り
と
マ
グ
ナ

l
卜
支
配
に
対
す
る
反
感

で
あ
り
、
貧
困
貴
族
の
家
に
生
ま
れ
て
そ
の
苦
悩
を
体
験
し
た
コ
ッ
シ
ュ
l
ト
こ
そ
は
、
ま
さ
に
下
級
貴
族
を
地
盤
と
し
「
小
貴
族
の
知
性
を
代
表
し

た
」
人
物
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

(
9
)
∞
T
E
d
-
2司・

2
ア
℃
・

ω1
・

(
叩
〉
回
一

E
F
2司・

2
f
-》
aω
白

〈
日
)
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
、
当
時
な
お
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
覚
醒
の
主
体
は
食
族
で
あ
っ
た
。
し
か
も
彼
ら
の
う
ち
に
は
反
ド
イ
ツ
的

感
情
を
も
つ
も
の
が
少
な
く
な
か
っ
た
か
ら
、
結
局
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ロ
マ
ン
主
義
的
文
化
運
動
は
、
進
歩
的
な
貴
族
の
手
で
進
め
ら
れ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
。

0
・
ω
E
C
F
E
Z
-ミ

c
h
z
g由
民

q
e
F
c
=
ι
c
p
一回印也唱力・

Nム
∞
参
照
。

(
刊
は
)
本
稿
『
北
大
法
学
論
集
』
二
五
ノ
四
、
三

O
五

l
一一一

O
六
ペ
ー
ジ
参
照
。

(
日
)
∞
R
S
L
E
L
児島コ
E
-
J山
S
E
E
-口

F
a
C
2・3
℃
-
回
目
『
・
同
じ
箇
所
で
、
著
者
は
「
東
欧
で
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
発

国
肢
が
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
障
壁
口
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
た
時
に
、
よ
み
が
え
っ
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
な
・

5
ム
)

(
M
)

こ
れ
に
つ
い
て
は
、

c

p

g
ロア

s
H
，z
z
g
m
3
2
虫
色
え
一
∞
包

1
8
2
L
仲

Z
F
g
a『
ωNb円
-
M
E
-
-
m
ζ
正
己
ゅ
の
2
2
0
¥
u
ω
T
E
n

F
i
2・
〈
c
f
v只
『
『

w
一回
8
・
宅
-
M
g
l
N
U
0
・
N
S
l
M
U∞
参
照
。

(
山
)
∞
mW32て
・
定

C
2
n
o
E℃
3
2
2吉
明
。

c
s胃
052puw
同

yNω
∞
ハ
参
昭
…
。

(
団
)
サ
ン
、
タ
ル
貴
族
の
数
は
、
約
一
二
五
、

0
0
0人
と
い
わ
れ
る
o
E
Eロ
ア
エ
古
田
巳
ア
官
同
包
・

(
げ

)
F
E
-
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説

ハ
ン
ガ
リ
ー
人
は
、

ウ
ィ
ー
ン
の
宮
廷
か
ら
獲
得
し
た
。

一
八
四
八
年
の
春
、

以
前
に
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
も
ろ
も
ろ
の
譲
歩
を
、

そ
の
議
会
は
、
教
育
と
財
産
を
資
格
と
す
る
選
挙
権

わ
ず
か
数
週
間
の
う
ち
に
、
彼
ら
は
、
議
会
に
責
任
を
負
う
独
立
の
内
閣
を
も
ち
、

言命

で
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
従
来
の
身
分
制
議
会
に
比
べ
て
大
き
な
進
歩
で
あ
り
、
有
権
者
の
割
合
は
、
従
来
の
一
.
七
%

か
ら
七
j
九
%
に
高
ま
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
列
。
さ
ら
に
、
あ
ら
ゆ
る
封
建
的
特
権
お
よ
び
隷
属
制
に
終
止
符
が
う
た
れ
、
農
民
は
解

(
2
v
 

放
さ
れ
、
彼
ら
の
ほ
ぼ
%
は
土
地
を
与
え
ら
れ
た
。
宗
教
的
自
由
は
拡
大
さ
れ
、
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
は
ふ
た
た
び
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
結

合
さ
れ
、
ま
た
国
民
軍
足
。
ロ
司
注
が
設
け
ら
れ
た
。

し
か
し
、

ま
た
マ
ジ
ャ

l
ル
人
と
非
マ
ジ
ャ

l
ル
人
の
聞
に
妥
協
が
可
能
で
あ
る
よ
う
に
み
え
た
「
奇

王
朝
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
聞
に
、

跡
の
時
代
」
は
、
実
際
に
は
、

ま
も
な
く
二
つ
の
戦
争
に
よ
っ
て
お
し
つ
ぶ
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
一
つ
は
、

一
八
四
八
年
夏

の
危
機
の
聞
に
出
現
し
た
急
進
左
派
が
、

そ
れ
と
密

コ
ッ
シ
ュ

i
ト
を
い
た
だ
い
て
行
な
っ
た
民
族
独
立
戦
争
で
あ
り
、

い
ま
一
つ
は
、

接
に
関
係
し
た
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
内
の
マ
ジ
ャ
l
ル
人
と
非
マ
ジ
ャ
l
ル
系
諸
民
族
の
聞
に
戦
わ
れ
た
内
乱
で
あ
っ
た
。

一
八
四
八
年
四
月
七
日
に
誕
生
し
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
最
初
の
独
立
内
閣
は
、

マ
グ
ナ

l
ト
出
身
の
パ
ッ
チ
ャ

l

ニ
を
首
班
と
し
て
各
派
の

民
族
主
義
者
を
網
羅
し
て
お
り
、
実
権
は
蔵
相
コ
ッ
ジ
ュ
ー
ト
の
手
に
握
ら
れ
た
と
は
い
い
な
が
ら
、

協
的
連
立
内
閣
と
い
っ
た
性
格
を
も
ち
、

マ
グ
ナ

l
ト
と
中
・
小
貴
族
の
妥

マ
グ
ナ

l
ト
を
利
用
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
コ
ッ
シ
ュ

l
ト
の
態
度
が
、
表
現
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
や
が
て
反
革
命
が
各
地
で
勝
利
を
し
め
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
帝
が
ク
ロ
ア
テ
ィ
ア
人
を
後
援
し
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
に
圧
力
を
加
え

る
に
至
っ
て
、
事
態
は
急
変
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
急
進
左
派
が
力
を
得
、
や
が
て
コ
ッ
シ
ュ

i
ト
は
、
全
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
マ

ジ
ャ

l
ル
化
と
完
全
な
自
主
権
の
確
立
を
め
ざ
し
て
温
和
派
を
排
斥
し
、
事
実
上
の
独
裁
権
を
樹
立
し
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
こ
面
戦
争
を

担
当
し
た
こ
れ
ら
の
人
々
が
、
独
立
し
た
マ
ジ
ャ

l
ル
民
族
国
家
を
打
ち
立
て
る
こ
と
の
む
ず
か
し
さ
を
過
小
-
評
価
し
て
い
た
こ
と
は
、

否
定
で
き
な
い
。
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そ
れ
以
後
翌
四
九
年
夏
に
至
る
時
期
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
革
命
で
指
導
的
役
割
を
演
じ
た
の
は
、

中
・
小
貴
族
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら
は
自
由

主
義
的
な
法
治
闘
を
つ
く
り
出
す
た
め
の
努
力
を
続
け
、
農
奴
制
の
廃
止
も
コ
ッ
シ
ュ

i
ト
の
指
導
下
に
は
じ
め
て
法
制
化
さ
れ
た
し
、

他
方
ハ
ン
ガ
リ
ー
議
会
は
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
完
全
独
立
と
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
失
権
を
宣
岳
一
目
し
た
。
そ
の
際
、
中
・
小
貴
族
を
基
礎
に
し

理
解
に
か
た
く
な
い
が
、
し
か
し
彼
ら
が
、
み
マ
す
か
ら
の
特
権
剥
奪
を
意

(
3
)
 

一
部
は
彼
ら
の
「
ロ
マ
ン
的
熱
狂
L

な
い
し
「
時
代

た
急
進
左
派
が
民
族
的
独
立
の
努
力
を
押
し
進
め
た
こ
と
は
、

味
す
る
身
分
的
秩
序
の
廃
止
に
力
を
入
れ
た
の
は
、
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、

精
神
Lー

へ
の
感
受
性
か
ら
説
明
で
き
る
が
、
他
の
動
機
も
ま
た
大
き
く
作
用
し
て
い
た
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
帝
と
の
武
力
対
決
は
、

同

ガ
リ
l
に
と
っ
て
か
つ
て
な
い
重
大
な
試
練
で
あ
っ
た
か
ら
、
革
命
の
指
導
者
た
ち
は
、
自
民
族
の
あ
ら
ゆ
る
力
を
利
用
す
る
必
要
が
あ

オーストリア=ハンガリ一二重帝関の構造と特質

り
、
従
来
政
治
的
に
無
権
利
で
あ
っ
た
人
々
を
も
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
広
範
な
貴
族
的
中
間
層
は
、

革
命
の
過
程
で
手
に
入
れ
た
自
己
の
指
導
権
を
、
以
後
ウ
ィ
ー
ン
に
対
し
て
の
み
な
ら
ず
国
内
の
マ
グ
ナ

l
ト
に
対
し
て
も
主
張
し
う
る

と
い
う
期
待
を
も
っ
て
、
自
由
主
義
路
線
を
遜
進
し
た
の
で
あ
る
。

一
八
四
九
年
の
夏
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
民
族
独
立
戦
争
は
ツ
ア

l
リ
の
力
を
借
り
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
軍
の
手
で
鎮
圧
さ

し
か
し
な
が
ら
、

れ
、
貴
族
的
中
間
層
の
希
望
は
充
た
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
独
立
戦
争
失
敗
後
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
u
単
な
る

一
属
領
と
化
し
、
民
族
的
自
由
は
ま
っ
た
く
奪
わ
れ
、

ク
ロ
ア
テ
ィ
ア
や
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ア
ニ
ア
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
離
さ
れ
て
そ
れ
ぞ

ウ
ィ
ー
ン
政
府
の
派
遣
す
る
ド
イ
ツ
人
総
督
の
統
治
を
う
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
地
方
議
会
の
権

れ
帝
国
の
一
州
と
な
り
、

限
も
極
度
に
縮
小
さ
れ
、
官
庁
や
学
校
で
は
ふ
た
た
び
ド
イ
ツ
語
が
用
い
ら
れ
た
Q

ハ
ン
ガ
リ
ー
独
立
戦
争
の
失
敗
は
、

一
八
四
八
年
の
自
由
主
義
立
法
の
完
全
な
取
り
消
し
に
は
終
わ
ら
な
か
っ
た
。

と
は
い
え
、

五
三
年
五
月
新
絶
対
主
義
政
権
の
発
布
し
た
土
地
台
帳
勅
書

5
Z
2己
宮
芯
三
は
、

一
八
四
八
年
四
月
の
基
本
原
則
を
取
り
入
れ
た
も

の
で
あ
っ
て
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
約
三
一
、

一
O
O、
0
0
0人
の
農
民
と
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ア
ニ
ア
の
約
三
二

O
、

0
0
0人
の
農
民
が
、
恩

ノ、

ン八

北法之6(1-75)75



説

恵
に
浴
し
た
。
農
奴
制
が
廃
止
さ
れ
、
貴
族
の
特
権
の
多
く
が
削
減
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
所
有
地
を
賃
金
制
に
も
と
づ
く
資
本
主

義
的
経
営
に
変
え
る
こ
と
は
、
あ
る
程
度
ま
で
可
能
に
な
り
、

し
た
が
っ
て
四
八
年
革
命
の
目
標
は
、
社
会
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
改
造
に
か

ヨ，t..
両問

ん
す
る
か
ぎ
り
、
あ
る
程
度
実
現
さ
れ
た
と
い
っ
て
差
し
っ
か
え
な
い
。

た
だ
し
、
契
約
に
よ
る
農
奴
、
小
屋
住
み
の
小
作
人
。
。
2
0円

Z
E
E也
、
農
業
労
働
者
な
ど
、

ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
で
七

O
O、
0
0
0人
弱
が
土
地
な

そ
の
後
も
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、
依
然
広
大
な
所
有
地
と
土
地
な
き
農
業
労
働
者
の
国
で
あ
り
続
け
る
の
で
あ

ハ
ン
ガ
リ
ー
で
五
、

五

O
O、
0
0
0人、

る言き。v ま
ま

放
ロ'"1且
さ
れ
た
結
果

農
民
解
放
の
あ
と
を
追
っ
て
、

旧
来
の
限
定
相
続
法
を
廃
止
し
、
小
区
画
農
地
の
強
化
を
命
じ
、
土
地
登
録
簿
を
確
立
す
る
な
ど
の
諸

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
民
法
典
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
拡
張
さ
れ
、
行
政
組
織
が
改

法
令
が
発
布
さ
れ
、
こ
れ
を
補
足
し
た
。
こ
れ
ら
の
方
策
は
、

め
ら
れ
、

一
般
課
税
が
導
入
さ
れ
、

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
王
国
両
半
部
の
間
の
国
内
関
税
が
撤
廃
さ
れ
た
こ
と
と
相
ま
っ
て
、
従
来
ハ
ン
カ
リ

ー
の
資
本
主
義
的
発
展
を
妨
げ
て
い
た
頑
強
な
障
壁
の
か
な
り
の
部
分
を
、
取
り
除
い
た
ω

要
す
る
に
フ
ラ
ン
ツ

u
ヨ

l
ゼ
フ
帝
は
、

八
四
八
年
に
始
ま
っ
た
社
会
変
革
を
後
退
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
反
対
に
そ
れ
を
完
成
の
方
向
に
向
け
、
農
民
解
放
お
よ
び
そ
れ
と
結
び
つ

い
た
土
地
改
革
を
こ
え
て
、

全
帝
国
を
統
一
的
経
済
圏
と
す
る
た
め
の
、

そ
し
て
特
に
、
経
済
H

金
融
生
活
を
近
代
化
し
促
進
す
る
た
め

の
、
重
要
な
方
策
を
講
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
著
し
い
経
済
成
長
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
検
討
ず
み
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
新
事
態
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
地
主
貴
族
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
で
あ
ろ
う
か
。

農
民
解
放
に
際
し
て
四

0
年
間
に
わ
た
っ
て
政
府
の
証
券
で
補
償
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
新
事
態
の
及
ぼ
し
た
影
響
は
、
伝
統
的
な
マ
グ
ナ

l
ト
階
級
と
中
・
小
地
主
階
級
と
で
は
、
大
き
く
違
っ
て
い
た
o

ま
ず
マ
グ
ナ

l
ト
は
、
制
度
的
・
社
会
的
に
依
然
指
導
的
立
場
を
維
持

一
般
に
地
主
は
、

し
た
し
、
経
済
的
に
も
む
し
ろ
好
都
合
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
所
有
地
は
自
由
私
有
地
出
口
O
与
の
占
め
る
割
合
が
大
き
か
っ
た
か
ら
、
土
地

改
革
は
多
く
の
場
合
彼
ら
に
わ
ず
か
な
打
撃
し
か
与
え
な
か
っ
た
し
、
他
方
彼
ら
が
規
則
正
し
く
受
け
取
っ
た
補
償
金
は
、
自
身
の
所
有
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地
の
近
代
化
を
可
能
に
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
彼
ら
は
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
、
農
民
に
譲
渡
し
た
よ
り
以
上
の
土
地
を
、
近
隣
の
貧
し
い

人
々
か
ら
買
い
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
入
手
も
、
五

0
年
代
以
後
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
比
較
的
容
易
で
あ
っ
た
。

一
八
四
八
年
以
前
に
も
大
き
な
割
合
を
し
め
た
マ
グ
ナ

l
ト
の
巨
大
な
所
有
地
は
、
以
後
数
十
年
間
の
う
ち

」
う
し
た
事
情
の
も
と
で
、

に
、
実
際
に
は
さ
ら
に
増
大
し
た
。

一
八
九
五
年
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
当
時
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
ク
ロ
ア
テ
ィ
ア
で
耕
作
可
能
な
土
地
の
面
積

t主
個
人
で
あ一
つ七
た7'0
I~ 万
ホ

ノレ

で
あ
てコ

た
カ1

そ
の
う
ち
て
二

O
O万
ホ
ー
ル
ド
は
、

四、

0
0
0以
下
の
地
主
に
ー
ー
そ
の
大
部
分

は

四

同

一
件
あ
た
り
一
、

0
0
0
ホ
ー
ル
ド
な
い
し
そ
れ
以
上
の
所
有
地
と
い
う
形
で
、
保
持
さ
れ
て
い
た
“
森
林
や

牧
草
地
を
そ
れ
に
加
え
れ
ば
、
巨
大
な
所
有
地
の
割
合
は
い
っ
そ
う
大
き
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
巨
大
な
個
人
所
有
地
の
例
を
若
干
あ
げ
る

エ
ス
テ
ル
ハ

l
ジ
公
の
土
地
は
五
一
六
、

0
0
0
ホ
ー
ル
ド
、

シ
ェ

l
ン
ボ
ル
ン

ω口
ま
ロ
σ。
門
戸
公
の
土
地
は
二
四
一
、

0
0

な
ら
ば
、

オーストリア=ハンガリー二重帝国の構造と特質

カ

l
ロ
イ
伯
一
族
の
土
地
は
一
七
四
、

0
0
0
ホ
ー
ル
ド
、

プ
ェ
ス
テ
テ
ィ
ク
ス

m，
g
g
t
g
公
の
土
地
は
二
ハ
て

O

O 
オミ

ノレ

ド

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
匂
ユ
包
ユ
ロ
ゲ
大
公
の
土
地
は
一
四
五
、

0
0
0
ホ
ー
ル
ド
、
コ
ー
プ
ル
ク
"
に
コ

1
タ
ロ
。
ゲ
ロ
認
の

o
F国
公

の
土
地
は
一
四
一
、

0
0
0
ホ
ー
ル
ド
に
達
し
、
こ
れ
ら
の
所
有
地
の
か
な
り
の
部
分
は
、
特
別
に
相
続
を
限
定
さ
れ
て
い
た
。
フ
ラ
ン

ツ

u

ヨ

l
ゼ
フ
王
が
一
八
六
七

l
一
九
一
一
一
年
の
間
に
あ
ら
た
に
六

O
の
世
襲
財
産
白
骨
円
1
8
5
5
2
8
の
形
成
を
認
め
た
の
で
、
そ
れ

門

8
)

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
土
地
の
三
五
%
は
相
続
を
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

O 
O 
ホ

ノレ

は
全
部
で
九
二
と
な
り
、

こ
れ
に
反
し
て
、
中
・
小
地
主
貴
族
は
、

一
八
四
八
J
四
九
年
の
政
治
的
・
経
済
的
激
動
の
あ
と
、

マ
グ
ナ

l
ト
ほ
ど
う
ま
く
生
き
残

る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
か
っ
た
。
中
型
地
主
に
つ
い
て
は
、

Z
5
℃

2
2
2乱。

E
己
と
い
う
古
い
名
称
に
代
わ
っ
て
、
一
八
七

0
年
代
半
ば

か
ら
新
し
く
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
官
三
弓
と
い
う
呼
び
名
が
登
場
し
た
ο

ジ
エ
ン
ト
リ
ー
の
明
確
な
定
義
は
存
在
し
な
い
が
、
大
体
に
お
い

北法26(1・77)77

て
ニ

O
O
l
て

O
O
Oホ
ー
ル
ド
の
土
地
所
有
者
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
数
は
一
八
九
五
年
で
約
一

O
、

0
0
0、
そ
の
内
訳
は
、

五
O 

二
O
O、
二

O
O
I五
O
Oホ
ー
ル
ド
の
土
地
所
有
者
が
六
、

七

O
Oで
あ
っ
た
と

0
1
一、

0
0
0
ホ
ー
ル
ド
の
土
地
所
有
者
が



説

(
9
)
 

さ
れ
て
い
る
。

幸子ム
ロ岡

中
型
面
積
の
地
主
は
、
依
然
そ
の
所
有
地
の
一
部
を
保
持
し
続
け
た
け
れ
ど
も
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
経
済
を
変
え
は
じ
め
た
資
本
主
義
の
発

展
か
ら
利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
大
所
有
地
経
営
者
と
の
競
争
に
耐
え
か
ね
て
、
衰
え
て
い
っ
た
。
そ
の
う
え
、
新
絶
対
主
義
の
時

代
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
が
政
治
的
権
利
を
剥
奪
さ
れ
た
時
期
で
、
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
は
そ
の
地
位
を
ひ
ど
く
ゆ
る
が
さ
れ
た
が
、
と
り
わ
け
一
八

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
さ
ま
ざ
ま
な
抑
庄
政
策
に
苦
し
ま
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
以
下
こ
れ
ら
の
点
を
、
や

四
八
年
後
の
数
年
間
は
、

や
立
ち
入
っ
て
考
察
し
よ
う
。

ま
、
ず
第
一
に
、
農
奴
解
放
に
よ
る
賦
役
の
廃
止
は
、
中
型
地
主
か
ら
無
償
労
働
力
を
失
わ
せ
て
し
ま
っ
た
Q

そ
れ
と
関
連
し
て
、
第
二

に
、
賦
役
制
下
の
農
奴
は
一
般
に
彼
ら
自
身
の
道
具
を
使
用
し
て
い
た
の
で
、
中
型
の
地
主
た
ち
は
、
自
己
の
土
地
を
耕
す
の
に
必
要
な

用
具
も
な
く
、

ま
た
、
農
場
の
備
口
聞
を
買
う
た
め
の
資
金
も
な
い
状
態
に
お
か
れ
て
し
ま
っ
た
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
は
、
農
奴
制
の
廃

止
に
あ
た
っ
て
、
取
り
あ
げ
ら
れ
た
土
地
の
持
主
に
補
償
金
を
支
払
っ
た
と
は
い
い
な
が
ら
、

リ
ー
の
中
型
地
主
が
ウ
ィ
ー
ン
に
強
い
反
抗
の
態
度
を
示
し
た
こ
と
へ
の
こ
ら
し
め
と
し
て
、
彼
ら
に
は
ご
く
わ
ず
か
な
支
払
額
し
か
割

一
八
四
八

l
四
九
年
の
革
命
期
に
ハ
ン
ガ

り
あ
て
な
か
っ
た
た
め
に
、
彼
ら
が
受
け
取
っ
た
金
額
は
、

以
前
免
税
を
う
け
て
い
た
彼
ら
の
土
地
に
あ
ら
た
に
課
さ
れ
た
税
金
一
を
支
払

う
に
も
、
足
り
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
ま
た
資
金
の
借
り
入
れ
が
困
難
で
あ
り
、

そ
れ
が
可
能
な
場
合
に
も
、

一
八
J
二
O
%と
い
う
高
い

利
息
を
支
払
う
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
資
金
の
払
底
の
ほ
か
に
、
近
代
的
な
農
業
方
法
に
つ
い
て
の
知
識
も
不
足
し
て
い
た
か
ら
、

結
局
彼
ら
の
農
場
経
営
は
拙
劣
で
あ
り
、
新
し
い
経
済
的
手
要
求
に
適
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
浪
費
的
な
生
活
習
慣
も
、

マ
イ
ナ
ス
の
要
素
と
し
て
働
い
た
。

ク
リ
ミ
ア
戦
争
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争
中
の
穀
物
価
格
の
高
騰
は
、
穀
物
ブ

l
ム
を
生

-

-

P

R

で、

手
J

ナ
J

み
出
し
、

そ
れ
が
再
三
彼
ら
を
不
幸
か
ら
救
っ
た
け
れ
ど
も
、
大
勢
は
彼
ら
に
と
っ
て
不
利
で
あ
り
、
他
方
農
業
上
の
不
景
気
は
、
彼
ら

に
決
定
的
な
打
撃
を
与
え
た
。
こ
う
し
て
彼
ら
の
絶
望
的
状
況
は
増
大
し
、

か
つ
て
の

Z
5吉
田
出
向
田
明

5
5己
の
多
く
は
農
場
経
営
を
断

北法26(1・78)78



そ
の
数
は
急
速
に
減
少
し
て
い
っ
た
。
次
の
統
計
は
完
全
な
も
の
と
は
い
え
な
い
が
、
十
九
世
紀
後
半
の
中

型
所
有
地
の
急
速
な
衰
退
ぶ
り
を
う
か
が
わ
せ
る
に
足
る
も
の
で
あ
る
ο

念
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、

一
八
四
八
年
以
前
、

土
地
持
ち
の
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
は
約
三

O
、

0
0
0人
で
あ
っ
た
が

一
八
六
七
年
ま
で
に
、
二

O
O
J
一、

0
0
0ホ
ー
ル
ド
の
土
地
所
有
者
の
数
は
一
五
、

0
0
0人
以
下
に
な

り

一
九

O
O年
頃
ま
で
に
一

O
、

0
0
0人
以
下
に
減
少
し
た
。
し
か
も
こ
の
公
的
資
料
は
、

そ
れ
ら
の
土
地
の
内
情
を
示
し
て
は
い

な
い
か
ら
、
中
型
所
有
地
の
衰
退
ぶ
り
は
、
こ
の
統
計
的
数
字
か
ら
想
像
さ
れ
る
以
上
の
も
の
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
以
下
の
小
貴
族
を
み
れ
ば
、
農
奴
解
放
後
は
、
彼
ら
の
所
有
地
は
も
は
や
彼
ら
が
独
立
の
地
主
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
可
能
に
す

骨

る
だ
け
の
大
き
さ
で
は
な
く
な
っ
て
お
り
、
彼
ら
お
よ
び
そ
の
子
孫
た
ち
は
、
農
業
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
隊
伍
を
ふ
く
ら
ま
せ
る
結
果

オーストりア=ハンガリ一二重帝国の構造と特質

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
、

以
前
の
貴
族
階
級
の
か
な
り
の
部
分
が
、
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
し
た
と
思
わ
れ
る
。

十
九
世
紀
の
前
半
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
民
族
運
動
の
進
歩
的
勢
力
を
代
表
し
て
、
こ
の
闘
の
経
済
の
近
代
化
に
心
を
傾
け
た
マ
ジ
ャ

l
ル
人

の
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
は
、
こ
う
し
て
急
速
か
つ
冷
酷
に
、
物
質
的
地
位
を
そ
こ
な
い
、
貧
固
化
し
て
い
っ
た
。
多
少
の
臨
時
踏
は
あ
っ
た
に
せ

よ
み
ず
か
ら
資
本
主
義
的
発
展
の
開
始
に
力
を
貸
し
、

そ
の
促
進
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
た
社
会
層
が
、

そ
の
後
か
え
っ
て
資
本
主

義
的
発
展
の
勢
い
に
押
し
の
け
ら
れ
、

み
ず
か
ら
資
本
主
義
の
道
を
追
い
続
け
る
こ
と
の
不
可
能
を
悟
ら
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、

宇
品
こ

と
に
運
命
の
皮
肉
で
あ
っ
た
υ

で
は
、
こ
れ
ら
の
衰
退
し
た
旧
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
階
級
は
、

い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
ろ
う
と
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
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そ
の
結
果
、
貴
族
は
課
税
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
他
方
農
民
は
領
主
支
配
か
ら
独
立
す
る
こ
と
に
な
り
、
賦
役
と
十
分
の
一
税
も
廃
止

さ
れ
た
。
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後
半
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状
態
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紀
初
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司
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ほ
か
に
、
ロ
l
マ

u
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
、
市
町
村
な
ど
も
大
地
主
で
あ
っ
た
。
な
お
当
時
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
国
の
全
面
積
は
五
、
六
五

0.万
ホ
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ル
ド

(
H
三
二
五
、

0
0
0平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
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で
あ
っ
た
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三八

日同

一
l
u
・℃・

2
∞

n
F弓
B
L
E
d
L
gロ
rFWC古田

ジ

エ

ン

ト

リ

ー

の

退

廃

と

反

動

化

そ
れ
に
は
ま
ず
、
彼
ら
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

新
「
絶
対
主
義
」
体
制
は
、
旧
来
の
特
権
や
自
治
を
廃
止
し
、

一
八
四
八

J
四
九
年
の
革
命
後
成
立
し
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

ハ
プ
ス
プ
ル
ク
帝
国
を
よ
り
よ
く
管
理
さ
れ
た
中
央
集
権
国
家
に
し
よ
う

と
し
た
が
、
そ
れ
は
特
に
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
に
強
い
抑
正
と
し
て
の
し
か
か
っ
た
。
こ
の
時
期
に
、
独
立
戦
争
に
失
敗
し

た
あ
と
の
彼
ら
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
の
取
り
う
る
道
は
、

い
わ
ゆ
る
「
消
極
的
抵
抗
」
で
し
か
あ
り
え
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
皇
帝
の
行
政
官

庁
の
命
令
に
白
を
つ
ぶ
り
、
生
活
必
需
品
だ
け
を
生
産
し
、

い
っ
さ
い
の
民
族
的
な
も
の
、
過
ぎ
去
っ
た
も
の
の
神
秘
化
の
う
ち
に
逃
避

し
た
が
、
こ
う
し
た
態
度
は
、

一
方
で
物
質
的
貧
困
化
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
他
方
で
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
お
よ
び
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
知
識
層



の
精
神
的
水
準
を
必
然
的
に
退
化
さ
せ
る
結
果
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
物
質
的
衰
退
と
精
神
的
退
廃
と
が
か
ら
み
合
っ
て
、
政
治
的
態
度

の
う
え
で
も
、
こ
の
階
層
が
か
つ
て
担
っ
た
進
歩
的
性
格
を
失
わ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
内
部
事
情
も
ま
た
、
こ
れ
を
促
進
し
た
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
の
伝
統
的
な
生
活
の
基
礎
を
脅
か
し

た
同
じ
事
情
の
も
と
で
、
大
土
地
所
有
者
で
あ
る
マ
グ
ナ

l
ト
は
、
ま
っ
た
く
損
害
を
こ
う
む
ら
な
い
か
、
こ
う
む
っ
た
に
し
て
も
そ
の

程
度
は
は
る
か
に
軽
微
で
あ
っ
た
し
、
他
方
工
業
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
新
し
い
経
済
的
変
化
か
ら
大
き
な
刺
激
を
受
け
た
こ
と
は
、

《

9
M
】

ま
で
も
な
い
。
こ
う
し
て
、
マ
グ
ナ

l
ト
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
社
会
的
・
経
済
的
競
争
の
谷
聞
に
お
と
さ
れ
て
強
く
圧
迫
さ
れ
た
ジ
ェ う

同

ン
ト
リ
ー
は
、
財
産
お
よ
び
政
治
的
・
社
会
的
勢
力
の
う
え
で
な
お
自
分
た
ち
に
残
さ
れ
て
い
る
も
の
を
、
少
な
く
と
も
そ
れ
だ
け
は
保

オーストリア=ハンガリ{二重帝国の構造と特質

存
し
よ
う
と
す
る
気
持
に
お
ち
こ
ん
で
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
の
保
守
的
な
基
本
態
度
が
形
成
さ
れ
た
。
改
革
時
代
の
自
由
主
義
貴
族
は
、
-
ブ
ル
ジ
ョ

ア
化

g
gロ品
g
-
8
5
m
E
を
本
質
的
・
積
極
的
価
値
を
も
っ
進
歩
的
な
努
力
目
標
と
み
て
、
自
閣
の
近
代
化
を
主
張
し
た
の
に
、
い
ま

や
こ
の
態
度
は
一
変
し
、
彼
ら
は
も
は
や
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
改
革
の
た
め
に
戦
う
こ
と
を
や
め
、
過
去
の
経
済
的
慣
行
に
好
意
を
示
し
、

封
建
時
代
か
ら
生
き
残
っ
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
近
代
化
の
主
要
な
障
害
と
な
っ
て
い
た
多
く
の
政
治
的
・
経
済
的
特
権
を
擁
護
す
る
に
至
つ

以
前
の

Z
5℃
E
g
g
-
。stお
よ
び
小
貴
族
の
大
部
分
は
、

た
。
要
す
る
に
、

一
八
六
七
年
の
ア
ウ
ス
グ
ラ
イ
ヒ
ま
で
に
、
彼
ら
の
経

済
的
安
定
と
政
治
的
勢
力
と
を
失
な
っ
て
お
り
、

そ
こ
か
ら
、
彼
ら
の
世
紀
末
的
な
態
度
と
、
彼
ら
が
伝
統
的
に
信
頼
を
よ
せ
て
き
た
前

工
業
的
価
値
体
系
を
、
氷
続
さ
せ
よ
う
と
す
る
努
力
と
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
彼
ら
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
も
妥
当
し
た
。
革
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命
以
前
の
中
・
小
貴
族
の
民
族
主
義
運
動
は
、
資
本
主
義
の
発
展
と
一
致
し
て
い
た
の
に
、

い
ま
や
彼
ら
は
、

ロ
マ
ン
主
義
的
・
反
資
本

主
義
的
な
、
同
時
に
ま
た
き
わ
め
て
攻
撃
的
な
民
族
主
義
思
想
の
魅
力
に
、
次
第
に
強
く
と
ら
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
多
民
族
国
家
ハ
ン
ガ

リ
ー
に
お
い
て
、

マ
ジ
ャ

l
ル
民
族
主
義
が
そ
の
当
初
か
ら
他
の
諸
民
族
に
対
す
る
経
済
的
・
政
治
的
・
文
化
的
抑
圧
と
手
を
携
え
て
進



説

ん
で
き
た
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

そ
う
強
く
か
き
立
て
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ジ
エ
ン
ト
リ
ー
の
変
貌
は
、
こ
の
マ
ジ
ャ

l
ル
民
族
主
義
の
燃
え
木
を
い
っ

北法26(1・82)82

論

ジ
エ
ン
ト
リ
ー
の
こ
の
よ
う
な
保
守
的
基
本
態
度
は
、
具
体
的
に
は
二
つ
の
形
を
と
っ
て
現
わ
れ
た
。
そ
の
一
つ
は
、
「
保

守
的
利
益
政
策
」
宮
口
出
耳
〈
同

4
2
F
8
5
8
3
3
E停
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
、
「
前
進
防
衛
」
〈
2
4
L
H
Z
4
2
g
E
F
l

mEHm
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
前
者
を
み
よ
う
。
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
の
土
地
が
も
は
や
彼
ら
に
生
計
の
余
裕
を
与
え
な
く
な
っ
た

と
こ
ろ
で
、

み
ず
か
ら
の
社
会
層
の
せ
ま
い
利
益
を
ひ
た
す
ら
追
い
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
賓
閤
化

し
た
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
の
多
く
は
、
新
し
い
職
業
を
求
め
な
く
て
は
な
ら
ず
、
小
銀
行
家
、
大
学
教
師
、
文
士
、
軍
隊
の
士
官
な
ど
に
な
っ

た
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
彼
ら
の
い
っ
そ
う
好
ん
だ
仕
事
は
文
官
勤
務
の
役
人
で
あ
っ
て
、
多
数
の
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
が
そ
こ
に
殺

到
し
た
。
そ
の
際
に
み
ら
れ
た
「
縁
者
び
い
き
」
な
い
し
「
親
族
登
用
」
〈
m
2
R唱
FHgnr阻
止
と
よ
ば
れ
る
現
象
は
、
ま
さ
に
ジ
ェ
ン
ト

と
き
、
彼
ら
は
広
範
な
社
会
的
視
野
を
失
い
、

リ
ー
の
保
守
的
な
利
益
政
策
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
独
自
の
代
表
者
は
、

一
八
七
五
年
か
ら
九

O
年
ま
で
十
五
年
間
の
長
期
に
わ

た
っ
て
首
相
の
地
位
に
あ
っ
た
カ

l
ル
マ

i
ン
u

テ
ィ
サ
ヌ
注
目
払
ロ
吋
U
S
で
あ
っ
て
、
彼
自
身
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
に
属
し
た
テ
ィ
サ
は
、

地
主
の
息
子
た
ち
が
い
な
か
を
去
る
の
と
同
じ
く
ら
い
の
速
さ
で
、
彼
ら
を
吸
収
す
る
た
め
の
国
家
の
ポ
ス
ト
を
つ
く
り
出
し
、
そ
れ
に

は
げ
し
い
非
難
を
う
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

よ
っ
て
自
己
の
出
身
階
級
を
救
済
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
た
め
彼
は
、

ウ
ィ
ー
ン
に
よ
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
権
利
剥
奪
は
一
八
六
七
年
に
廃
止
さ
れ
、

し
て
再
出
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
に
も
好
都
合
で
あ
っ
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
は
完
全
な
自
治
を
獲
得
し
、
立
憲
君
主
国
と

ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
新
し

い
議
会
政
治
が
始
ま
り
、
園
家
機
構
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
た
め
に
、
「
身
分
の
低
い
貴
族
」
に
は
、
行
政
部
と
立
法
部
で
か
な
り
の
程
度

ア
ウ
ス
グ
ラ
イ
ヒ
後
、

に
活
躍
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
、
彼
ら
は
政
治
的
意
味
を
と
り
も
ど
す
と
と
も
に
、
自
分
た
ち
の
利
益
を
効
果
的
に
擁
護
す
る
可
能
性
を

も
ち
え
た
の
で
あ
る
。



」
の
こ
と
は
、
同
時
に
ま
た

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
官
僚
政
治
に
特
殊
な
性
格
を
賦
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
八
六
七
年
後
、
ジ
ェ
ン
ト

り
ー
は
中
央
お
よ
び
地
方
自
治
体
の
諸
官
庁
に
殺
到
し
、
彼
ら
の
住
所
・
職
業
・
直
接
の
経
済
的
利
害
は
著
し
く
変
化
し
た
。
し
か
し
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
の
社
会
観
は
、
弱
気
味
わ
る
い
ほ
ど
一
従
来
と
変
わ
っ
て
い
な
か
っ

P
J
lト
?
に
よ
れ
ば
、
彼
ら

が
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
管
理
す
る
こ
と
の
報
酬
と
し
て
受
け
取
っ
た
俸
給
が
、
も
は
や
農
民
か
ら
直
接
彼
ら
に
支
払
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
国

家
に
集
め
ら
れ
た
う
え
で
彼
ら
に
支
払
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
点
が
、
違
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
な
お
、
文
官
勤
務
の
な
か
に
は
、

古
い
ド
イ
ツ
人
市
民
の
家
族
や
富
裕
な
シ
ュ
ヴ
ァ

l
ベ
ン
農
民
の
家
族
も
い
く
ら
か
含
ま
れ
て
は
い
た
が
、
上
級
公
務
員
の
大
多
数
は
旧

局

来
の
地
主
階
級
お
よ
び
そ
の
子
供
た
ち
で
あ
っ
た
か
ら
、
彼
ら
と
出
身
の
違
う
人
々
も
、
完
全
に
彼
ら
と
同
じ
社
会
的
見
解
を
採
用
し
た

と
い
わ
れ
る
。
行
政
官
階
級
は
、

重
要
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、

オーストリア=ハンカ'リ一二重帝国の構造と特質

ハ
ン
ガ
リ
ー
H

ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
一
部
を
な
し
、
十
九
世
紀
末
頃
に
は
国
民
生
活
の
な
か
で
は
な
は
だ

そ
の
役
割
は
け
っ
し
て
自
主
・
独
立
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
諸
官
庁
に
殺
到
し
た
マ

ジ
ャ
i
ル
人
の
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
が
、
中
央
お
よ
び
地
方
の
官
僚
政
治
に
彼
ら
の
「
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
」
的
な
見
解
と
生
活
様
式
を
強
く
刻
印

し
た
か
ら
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
「
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
」
的
な
社
会
観
と
生
活
様
式
は
、
折
柄
そ
の
層
を
次
第
に
あ
っ
く
し
つ
つ
あ

〈

9
)

っ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
一
般
の
、
注
目
す
べ
き
特
徴
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
、

ジ
エ
ン
ト
リ
ー
の
保
守
的
な
基
本
態
度
の
第
二
の
表
現
形
態
で
あ
る
「
前
進
防
衛
」
に
目
を
向
け
よ
う
。
そ
れ
は
も
と
よ
り
第

一
の
要
因
と
不
可
分
に
関
係
し
て
い
た
が
、
た
だ
、
極
端
な
民
族
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
衣
服
を
つ
け
て
現
わ
れ
た
点
に
、

な
特
徴
が
あ
っ
た
。
そ
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
的
・
政
治
的
害
悪
の
根
源
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
鎖
で
繋
が
れ
て
い
る
こ
と

ユ
ニ
ー
ク
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の
う
ち
に
、
す
な
わ
ち
、
現
在
の
「
ア
ウ
ス
グ
ラ
イ
ヒ
」
の
形
態
の
う
ち
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ず
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
は
完
全
な
国
家
主
権

と
経
済
的
独
立
を
も
っ
場
合
に
は
じ
め
て
、
人
々
の
望
む
よ
う
な
出
家
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
、

と
論
じ
ら
れ
た
。
特
色
あ

る
新
聞
「
調
和
」
開
問
苫
広
三
公
紙
の
あ
る
論
説
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。
「
わ
れ
わ
れ
の
あ
ら
ゆ
る
困
難
の
、

ま
た
わ
れ
わ
れ
を



説

わ
れ
わ
れ
の
力
が
現
在
の
国
法
的
状
態
の
な
か
で
不
幸
に
も
麻
縛
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
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脅
カ込
」止し
て
し、

る
あ
ら
ゆ
る
危
険
の
原
因
t主

5命

ア
ウ
ス
グ
ラ
イ
ヒ
の
あ
と
、
地
方
の
地
主
貴
族
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
議
会
の
主
要
な
構
成
分
子
を
な
し
た
が
、

ジ
エ
ン
ト
リ
ー
に
み
ら
れ
る

上
述
の
二
つ
の
傾
向

l
l
「
利
害
政
策
」
と
「
前
進
防
衛
」
ー
ー
は
、
議
会
の
政
党
活
動
の
う
ち
に
も
は
っ
き
り
と
認
め
ら
れ
る
。

七
O
年
か
ら
一
九
一
八
年
に
至
る
時
期
に
、
一
九

O
五
年
か
ら
一
九
一

O
年
ま
で
の
短
期
間
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
大
部
分
政
権
を
担
当
し

た
の
は
、
「
自
由
党
」

ω関
与
邑
乙
ユ
匂

hE
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
唯
一
の
取
る
に
足
る
反
対
党
は
、
「
一
八
四
八
年
H
-

独
立
党
」
司

S
mト

2rgmm-
司
払
え
で
あ
っ
た
Q

大
ざ
っ
ぱ
に
い
っ
て
、
「
自
由
党
」
は
、
大
地
主
お
よ
び
か
な
り
の
大
き
さ
の
地
主
、
大
実
業
家
お
よ
び
か 八

な
り
の
大
き
さ
の
実
業
家
、

マ
ジ
ャ
l
ル
人
の
手
に
あ
る
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
も
の
の
利
害
を
代
表
し
、
「
独
立
党
」
は
、
前
者
よ
り
も
い

ジ
エ
ン
ト
リ
ー
お
よ
び
都
市
の
自
由
主
義
者
た
ち
を
代
表
し
た
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
ジ
エ
ン
ト
リ

く
ら
か
よ
り
は
っ
き
り
と
、

ー
の
側
か
ら
み
れ
ば
、
彼
ら
の
う
ち
温
和
な
保
守
的
政
策
に
よ
っ
て
最
も
容
易
に
自
己
の
利
益
を
み
た
す
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
た
連
中

は
、
自
由
党
に
集
ま
っ
た
。
こ
の
政
党
の
な
か
に
は
、
「
資
本
家
仲
間
」
出
身
の
「
近
代
的
u

経
済
的
」
な
考
え
方
も
す
る
グ
ル
ー
プ
も
根

を
は
っ
て
い
た
が
、
明
ら
か
に
保
守
的
日
「
農
業
的
」
な
貴
族
グ
ル
ー
プ
、
な
か
ん
ず
く
広
範
な
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
中
間
派
の
力
が
ま
さ
っ

て
い
た
。
こ
の
政
党
の
政
治
的
態
度
を
み
れ
ば
、
そ
の
時
々
に
自
由
主
義
的
な
流
行
語
で
ま
ず
く
お
お
わ
れ
て
い
た
と
は
い
い
な
が
ら
、

実
質
的
に
は
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
的
保
守
主
義
が
支
配
し
て
い
た
。
他
方
、
民
族
主
義
的
な
過
激
論
は
、
政
府
に
反
対
す
る
少
数
派
「
独
立
党
」

の
な
か
で
成
長
し
て
い
っ
た
。
こ
の
党
の
主
張
が
、

l
i少
な
く
と
も
理
論
的
に
は
|
|
同
君
連
合
の
弱
い
き
ず
な
を
除
い
て
オ
l
ス
ト

リ
ア
と
の
連
鎖
を
切
断
す
る
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
政
党
も
、

一
部
富
裕
な
マ
ジ
ャ

l
ル
人
農
民
や
資
本
家

か
ら
票
を
得
て
い
た
と
は
い
え
、
大
体
に
お
い
て
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
層
を
基
盤
に
し
て
い
た
こ
と
は
、

た
し
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
政

党
の
民
族
主
義
的
非
妥
協
性
を
、

一
般
的
な
世
界
観
と
し
て
の
急
進
主
義
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
は
、
誤
り
で
あ
る
。
な



る
ほ
ど
こ
の
政
党
の
綱
領
は
、
「
自
由
党
」
の
そ
れ
よ
り
も
い
っ
そ
う
急
進
的
な
一
連
の
請
要
求
を
含
ん
で
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、

い
わ
ゆ

る
民
族
的
諸
要
求
に
つ
レ
て
だ
け
で
は
な
く
、
と
り
わ
け
普
通
選
挙
権
の
要
求
が
示
す
よ
う
に
、
社
会
的
な
領
域
に
つ
い
て
も
認
め
る
こ

同

と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
独
立
党
」
の
自
由
主
義
は
、
実
質
的
に
は
、
政
府
党
の
自
由
主
義
と
ほ
と
ん
ど
違
わ
な
か
っ

た
。
一
八
八
三
年
に
、
「
現
代
ハ
ン
ガ
リ
ー
」
の
「
棚
お
ろ
し
」
・

d
g
g口
合
丘
g
r
B
ぺ
g
s
a
g
o仏巾
E
巾
ロ
巴
ロ
何
日
ロ
ョ
の
編
集
者
は
、

こ
の
国
の
政
治
的
指
導
者
階
級
の
外
面
的
な
政
治
信
条
に
ふ
れ
な
が
ら
、
正
当
に
も
、
こ
れ
ら
の
階
層
は
「
ほ
と
ん
ど
例
外
な
く
リ
ベ
ラ

ル
で
あ
る
」
と
書
い
て
い
る
。
「
諸
政
党
を
(
実
際
に
)
分
け
た
り
合
わ
せ
た
り
す
る
:
:
:
も
の
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
対
す
る
多
少
と
も

親
宿
な
関
係
に
つ
い
て
人
々
が
抱
く
観
念
の
う
ち
に
表
現
さ
れ
る
、
国
法
上
の
信
条
で
あ
る
0
.」

こ
の
よ
う
に
原
則
的
・
世
界
観
的
な
対
立
が
欠
け
て
い
た
た
め
に
、
結
局
の
と
こ
ろ
議
会
で
の
闘
争
は
、
ほ
と
ん
ど
た
だ
、
「
六
七
年
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党」

l

|
・
自
由
党
は
し
ば
し
ば
こ
う
呼
ば
れ
た

l
iの
ア
ウ
ス
グ
ラ
イ
ヒ
に
対
す
る
忠
誠
と
、
「
四
八
年
党
」
の
ア
ウ
ス
グ
ラ
イ
ヒ
に
対
す

る
敵
意
と
の
衝
突
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
。
事
実
問
題
も
価
値
判
断
も
す
べ
て
、
そ
れ
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
関
係
と
い
う

主
題
に
ど
う
関
連
す
る
か
と
い
っ
た
視
点
に
、
従
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
も
こ
の
主
題
に
つ
い
て
二
大
政
党
の
立
場
は
一
致
し

な
か
っ
た
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
基
準
の
絶
対
化
は
、
議
会
を
、
た
え
ず
不
名
誉
で
非
生
産
的
な
論
争
の
く
り
返
さ
れ
る
舞
台
に
低
落
さ
せ

ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。
民
族
主
義
的
反
対
派
は
、
国
民
の
聞
に
自
党
へ
の
支
持
が
次
第
に
広
が
っ
て
ゆ
く
の
を
み
て
、
ま
す
ま
す
過
激

化
し
て
い
っ
た
し
、
政
府
お
よ
び
与
党
は
、
同
じ
く
非
妥
協
的
な
態
度
で
そ
れ
に
答
え
た
。
扇
動
的
な
民
族
主
義
が
広
が
り
、
相
手
方
が

独
裁
的
に
ふ
る
ま
う
ほ
ど
、
二
大
政
党
の
対
立
は
、
そ
れ
だ
け
い
っ
そ
う
、
見
せ
か
け
の
問
題
を
め
ぐ
る
奇
妙
な
争
い
に
な
っ
て
い
っ

た
。
議
会
に
お
け
る
議
員
た
ち
の
行
動
は
、
あ
た
か
も
あ
る
特
殊
な
社
会
層
の
熱
狂
す
る
闘
士
た
ち
の
姿
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
り
「
彼
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ら
に
と
っ
て
は
、
相
手
方
の
策
略
を
つ
ね
に
抜
け
目
な
く
凌
駕
す
る
こ
と
だ
け
が
問
題
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
「
政
治
的
ス
ポ
ー
ツ
」
の
間
に
、

し
か
し
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
支
配
者
階
級
は
こ
の
国
の
現
実
の
重
要
な
問
題
を
無
視
し
、

ま
た
一
般
に
、



説

近
代
的
な
時
代
思
潮
で
あ
る
「
進
歩
」
と
の
接
触
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
彼
ら
の
闘
争
は
、

そ
れ
と
闘
連
し
て
内
政
状
態
を
ま
す
ま
す
悪
佑
さ
せ
て
い
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
闘
争
の
す
べ
て
の
う
ち
に
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
貴
族

一
八
九
九
年
に
テ
ィ
サ
政
府
の
危
機
を
も
た

ら
し
、

ニム
日間

的
自
由
主
義
の
危
機
が
映
し
出
さ
れ
て
い
た
。

一
八
四

0
年
代
に
古
典
的
・
生
産
的
な
形
で
成
立
し
た
貴
族
的
自
由
主
義
は
、
十
九
世
紀

後
半
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
の
衰
退
と
と
も
に
そ
の
進
歩
性
を
失
い
、
二
十
世
紀
の
前
夜
に
は
、
極
端
な
民
族
主
義
と
権
威
的
な
保
守
主
義
に
分

裂
す
る
危
険
な
兆
候
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

本
章
の
課
題
は
、

ハ
ン
カ
リ
l
に
お
け
る
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
と
し
て
の
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
の
地
位
と
役
割
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
以

上
の
考
察
を
ふ
ま
え
て
、

わ
れ
わ
れ
は
比
較
的
容
易
に
、
こ
の
間
題
に
答
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
十
九
世
紀
前
半
の
改
革
時
代
に
お

い
て
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
は
、

た
し
か
に
近
代
化
の
促
進
者
と
し
て
進
歩
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。

し
か
し
一
八
四
八
!
四

九
年
の
革
命
の
結
巣
生
じ
た
も
ろ
も
ろ
の
変
化
は
、
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
の
政
治
的
・
社
会
的
地
位
を
大
き
く
変
化
さ
せ
た
。
彼
ら
は
経
済
的

に
衰
退
す
る
と
と
も
に
、
精
神
的
に
退
化
し
、
政
治
的
に
反
動
化
し
て
い
っ
た
。
十
九
世
紀
の
最
後
の
廷
の
時
期
に
お
け
る
ハ
ン
ガ
リ
ー

の
社
会
川
政
治
状
況
の
特
徴
は
、

一
八
四

0
年
代
に
始
ま
っ
た
「
自
由
主
義
的
」
革
命
が
、

以
前
そ
れ
を
進
行
さ
せ
た
と
同
じ
社
会
闇
に

よ
っ
て
い
ま
や
停
止
さ
せ
ら
れ
た
、

と
い
う
点
に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
は
、
け
っ
し
て
社
会
や
政

治
を
真
に
近
代
化
し
民
主
化
す
る
推
進
力
と
は
な
り
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

』
・

3司
r
p
ロ
q
m
J
2
E丹
ω
E
E匂
『

《

同

2

5
岡
山
ユ

2
7
2
0
2
M
g
こ
∞
印
吋
it--u
一P
F
L
E
-
-
u
戸
ω
一
∞
h

目
σ
2
E
-
p
ω
C
h
u
-
L
g
c
r
E
P

E

C
口
四
日

P
貝

oz・
-um
ア

ω・
-
0
・

(
2
)

本
稿
『
北
大
法
学
論
集
』
二
五
ノ
四
、
三
一
一
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
。

(
3
)

∞2
0
=
ι
E
ι
H
N
bロ
r
r
c司・

2
丹
よ
司
・

5
∞・

(
4〉

ω
E
F・

8
・

と

よ

ω・
ム

(
5
)

宮
ミ
-
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E
・
司

-
B
-
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(
6〉
(
7〉
(
8
)
 

同

Y
由

ω
円mw
吋
片
口
。
一
子
。
℃
・
円
F

同・
u

同y
吋
ou-

F由
州

wnω
円門口巾『
w

G
℃
口

-4げ・・司
吋
O
∞・

マ
グ
ナ

l
ト
の
子
供
た
ち
が
官
僚
政
治
に
は
い
っ
て
も
、
他
の
人
々
と
同
等
の
条
件
で
苦
労
し
な
が
ら
階
段
を
の
ぼ
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
宮
mー

の
ωユい口。〉
J

C
司
C
E
-
-

司
吋
一
品
町
・

(
9
)

こ
れ
と
の
関
連
で
、
次
の
点
も
注
目
に
値
す
る
。
旧
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
階
級
衰
退
の
結
果
、
一
九

O
O年
の
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
は
、
祖
先
と
の
関
係
で
い

え
ば
、
大
部
分
新
し
い
人
々
の
階
層
で
あ
っ
た
。
し
か
し
新
し
く
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
に
な
っ
た
連
中
は
、
彼
ら
の
先
輩
た
ち
の
伝
統
的
人
生
観
を
驚
く
べ

く
器
用
に
か
つ
完
墜
に
取
り
入
れ
た
た
め
に
、
二
つ
の
成
分
を
識
別
す
る
た
め
に
は
、
系
譜
学
者
の
目
が
必
要
で
あ
る
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
す
べ
て
、
長
い
間
ハ
ン
カ
リ
l
の
園
内
運
営
に
つ
い
て
マ
グ
ナ
l
ト
と
議
論
を
か
わ
し
、
そ
し
て
そ
れ
を
マ

グ
ナ
l
ト
と
分
担
し
て
き
た
旧
い

gz司
E
話
器
芯
E
Z
の
、
真
の
後
継
者
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

ζ
ω
B
ユE
予
告
白
広

-LY
コω
円

(
川
山
〉
切
と
p
o℃・

2
同・・

ω・印・

(
け
〉
当
時
は
す
で
に
議
会
の
重
要
性
は
下
院
に
移
っ
て
い
た
か
ら
、
マ
グ
ナ

I
ト
の
若
い
子
供
た
ち
で
野
心
的
な
連
中
の
多
く
は
、
下
院
に
政
治
的
運
命

を
も
と
め
た
。

ζ
R日

za-8・
2
7
H
Y
吋一品・

(ロ
)
H
P
D
P
吋
7
0

出向凶

Z
r日
間
同
ヨ
匂
町
タ
同
Y
吋

0

・

(山川
)
E
-
p
o℃
口
広

〈
川
門
〉
〉
E
F
s
z
oヨ
吉
三
(
『
『
民
間

-
y
u
a
g
O
L
2
5
Cロ向島
3
・
開
ω
E可
戸
邑

ωENNOF
回

2-zu
一∞∞ケ

ω
-
M吋ム一

ωι-00司・口一昨・

0
8
E
も
「
ア
ウ

ス
グ
ラ
イ
ヒ
後
の
年
代
に
は
、
実
際
、
す
べ
て
の
も
の
は
、
保
守
派
の
小
グ
ル
ー
プ
を
除
い
て
、
デ
ア
l
ク
党
も
、
中
央
左
派
も
、
極
端
左
派
も
、
諸

民
族
側
も
ひ
と
し
く
、
自
分
た
ち
を
リ
ベ
ラ
ル
と
よ
ん
だ
。
そ
の
心
情
に
お
い
て
リ
ベ
ラ
ル
で
な
か
っ
た
人
々
さ
え
も
、
そ
れ
を
あ
与
え
て
告
白
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
」
と
書
い
て
い
る
。
(
〉

u
g
-
-
N
B
E
関
o
p
一
-
U
0
・
)
宮
ロ
ロ
白
同
門
口
町
可

D
司・

2
7
匂・町∞∞・

(
日
〉
当
時
の
有
名
な
議
員
〈
・
〈
白
N

曲
。
ロ
ヱ
の
一
八
九
六
年
の
新
聞
論
説
に
み
ら
れ
る

0
2
-
0・
8
・
己
了

ω-m-

(
同
〉

O
回r副
司
』
島

ωNケ
}
話
回
四
百
円
-oEω
口
E
E
C口問
ω吉田

ω
ι
E
F
H
N君
。
-
三
-
D
ロ
ロ
ロ
内
目
。
品
2
3
5
r
z
s
E
Cロ
m
R
P
ζ
E
n
r
S
L
U
M
ω
・
ω・〈『・

北法26(1・87)87

オーストリア=ハンガリ一二重帝国の構造と特質


